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‐ コモンズとは…労働者農民市民が協働して、国家と私を
超えた自治と生産の共同の場を、共につくり合うこと
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終
わ
ら
せ
よ
う
‥
自
民
党
政
治
。
岸
田
退
陣
、自
公
政
権
打
倒
へ
ｏ

挙電
貶ｏ

０
己
曇
一ヽ

氾
せ
た

溝
円

工
妥
Ｔ院衆

自
民
党
全
敗
の
結
果
が
示
す
民
意

４
月
２３
日
投
開
票
の
衆
院
３
補
選
で
自
民
党
は
惨
敗
し
た
。
東
京
１５
区
と
長
崎
３
区
に
は
候
補
者
を
擁
立
す
る
こ
と
す

ら
で
き
ず
不
戦
敗
で
、
唯
一
候
補
を
立
て
た

「保
守
王
国
」
・
島
根
１
区
で
も
立
憲
の
候
補
者
に
２
万
５
千
票
近
い
大
差
で

大
敗
し
た
。
政
権
与
党
と
し
て
見
る
も
無
残
な
完
敗
で
あ
る
。
こ
の
結
果
は
一
過
性
の
も
の
で
は
な
く
、
補
選
後
初
の
大

型
地
方
選
挙
で
事
実
上
の
与
野
党
対
決
と
な
っ
た
５
月
２６
日
投
開
票
の
静
岡
知
事
選
で
も
野
党
系
候
補
の
勝
利
と
な
り
、

自
民
党
敗
北
の
流
れ
は
よ
り
強
ま
っ
た
。
こ
れ
ら
結
果
は
、
朝
日
新
聞
に
よ
る
調
査

（５
月
１８
・
１９
日
）
の
内
閣
支
持
率

２４
％

（時
事
通
信
は
１７
％
）
に
見
る
よ
う
に
、
有
権
者
の
裏
金
ま
み
れ
の
自
民
党
・
岸
田
政
権
に
対
す
る
怒
り
と
不
信
の

表
明
に
他
な
ら
な
い
。
も
は
や
、
有
権
者
に
愛
想
を
つ
か
さ
れ
見
放
さ
れ
た
自
民
党
は
選
挙
す
ら
戦
え
ず
、
岸
田
政
権
に

は
退
陣
の
道
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
。
自
民
党
政
治
の
終
わ
り
が
始
ま
っ
た
。

衆
院
補
選
で
自
民
党
全ヽ
敗

自
民
党
政
治
の
終
わ
り
が
始
ま

っ
た

金
権
腐
敗
の
根
を
断
ち
変
え
る
意
思
な
い
自
民
党
政
権

次
期
総
選
挙
で
倒
す
し
か
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
メ

「新
た
な
戦
前
」
に
戻
す
悪
法
の
可
決
強
行
を
許
す
な
。

防
衛
省
設
置
法
改
定
案
、

経
済
安
保
新
法
成
立
に

続
き
地
方
自
治
法
改
定
審
議
入
り

立
で
あ
る
。
こ
れ
は
国
民
の
知
る

権
利
を
制
限
し
、
国
に
よ
る
民
間

人
の
身
辺
調
査
を
許
し
、
国
民
監

視
態
勢
を
強
化
す
る
危
険
な
も
の

で
あ
る
。
（関
連
３
面
た
装

照́
）

さ
ら
に
衆
議
院
で
審
議
入
り
し

在

響

一自
ム捏
い改
一螢
本
で
あ

つ
。

本
年
１
月
、

沖
縄
県
民
の
民
意

を
受
け
て
国
の

「設
計
変
更
承
認

申
請
」
を
不
承
認
と
し
た
玉
城
知

事
の
自
治
権
限
を
奪
い
国
が
辺
野

古
新
基
地
建
設
強
行
の
た
め
に
史

上
初
め
て
代
執
行
と
い

，つ

一禁
じ

手
」
を
使
い
大
浦
湾
埋
め
立
て
エ

事

会
雲
行
じ
礼

こ
の
暴
挙
は
、
沖
縄
の
民
意

・

自
治

・
尊
厳
を
踏
み
に
じ
り
、
憲

法
に
保
障
さ
れ
た
地
方
自
治
や
主

権
者
の
自
己
決
定
権
を
破
壊
す
る

も
の
で
あ
る
。

審
議
中
の

「地
方
自
治
法
改
定

案
」
は
、
ま
さ
に
沖
縄
に
振
り
下

ろ
し
た
強
権
を
、
「国
に
特
権
的

指
示
権
」
を
授
権
す
る
法
案
の
改

定
を
も

っ
て
全
国
の
自
治
体
に
拡

大
す
る
一お

）で
あ

０
。

地
方
自
治
体
の
首
長
や
弁
護

士
、
有
識
者
か
ら
は

「国
と
自
治

体
の

一対

笠

増

刻の
閣
座

を

『上

下
主
従
の
関
係
』
に
変
え
る
も
の

だ
」
「改
定
案
は
、
日
本
国
憲
法

と
地
方
白
治
法
制
定
以
前
、
す
な

わ
ち
戦
前
に
戻
す
も
の
だ
」
と
厳

し
い
批
判

かヽ
出
さ
れ
て
い
る
。

岸
田
政
権
の
暴
走
を
許
し
て
は

な
Ｐヽ

， い
ｃ

金
権
腐
敗
の
自
民
党
政
治
へ
の

国
民
世
論
の
高
ま
り
を
受
け
た
衆

議
院
に
お
け
る
政
治
資
金
規
正
法

改
定
案
を
め
ぐ
る
与
野
党
の
論

戦

・
駆
け
引
き
の
陰
で
、
一こ
の

国
の
か
た
ち
」
を
変
え

「新
た
な

戦
一型

に
戻
す
悪
法
が
次
々
と
可

決
成
す
し
、
量

雫

〈り
し
て
い
る
ｃ

５
月
１０
日
、
４
月
の
日
米
首
脳

会
談
の
合
意
に
よ
る
自
衛
隊

「統

合
作
戦
司
令
部
」
の
今
年
度
内
設

置
に
向
け
て
、
防
衛
省
設
置
法
な

ど
餞

興

が
戻

・零

一た

。

軍
令
の

一
元
化

（大
本
営
化
）

と
日
米
両
軍
の
相
互
運
用
性
強
化

な
ど
、
沖
縄

・
南
西
諸
島
の
軍
事

要
塞
化
に
よ
る
沖
縄

・
琉
球
弧
住

民
に
犠
牲
を
強
い
る
対
中
国
戦
争

能
勢
が
い
よ
い
よ
危
険
な
領
域
ヘ

入
っ
た
。

続
い
て
機
密
情
報
の
保
全
対
象

を
経
済
安
保
保
障
分
野
に
広
げ
る

重
要
経
済
安
保
情
報
保
護

・
活
用

法

（経
済
安
保
新
法
）
の
可
決
成

５
月
２０
日
、
中
国
が

「塾

）
派
」

と
警
戒
す
る
民
進
党
の
頼
清
徳
新

総
統
が
、
そ
の
就
任
演
説
の
中
で

中
国
一τ
層

し
一ｆ

勤

じ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
中
国
習
近
平
政

権
が

「台
湾
独
立
を
目
指
す
勢
力

へ
の
懲
罰
」
と
し
て
台
湾
を
囲
み

軍
事
的
威
嚇
行
動
と
も
見
え
る
演

習

纏

“め
た
。

そ
の
前
々
日
の
１７
日
、
エ
マ

ニ
ュ
エ
ル
駐
日
米
大
使
が
米
軍
機

で
与
那
国
町
と
石
垣
市
を
訪
れ
、

陸
上
自
衛
隊
の
駐
屯
地
な
ど
を
視

察
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て

「米
軍
と
自
衛

隊
が

一
体
化
し
、
島
が
戦
争
の
最

前
線
に
立
た
さ
れ
る
」
と
懸
念
す

る
住
民
ら
が
、
人
使
の
行
く
先
々

で
横
断
幕
や
の
ぼ
り
を
手
に
、
こ

れ
以
上
の
軍
事
的
緊
張
を
高
め
な

い
で
ほ
し
い
と
訴
え
た
。

ま
た
復
帰

５２
年
を
迎
え
た
１８

日
、
毎
年
恒
例
の

「第
４７
回
５

・

１５
平
和
行
進
」
と

「平
和
Ｌ
く
ら

し
を
守
る
県
民
大
会
」
が
実
施
さ

れ
、
県
民
は
沖
縄

・
南
西
諸
島
の

軍
事
要
宗
化
の
動
き
に
対
し
て
改

め
て
復
帰
に
際
し
希
求
し
た

「基

地
の
な
い
平
和
な
島
」
を
確
認
し

不
戦
を
重
っ
た
。

玉
城
デ

ニ
ー
知
事
が
復
帰
５０
年

を
機
に
ま
と
め
た

「平
和
で
豊
か

な
沖
縄
の
実
現
に
向
け
た
新
た
な

建
議
書
」
で
は
、
県
民
の
民
意
で

あ
る
辺
野
古
新
基
地
建
設
断
念
や

卜‐１
米
地
位
協
定
の
改
定
な
ど
を
求

め
て
い
る
。

こ
の
実
現
に
背
を
同
げ
、́
個̈
種
・

南
西
諸
島
の
軍
事
要
塞
化

，
「戦

争
国
家
」
へ
の
道
を
突
き
進
ん
で

い
る
の
が
岸
田
自
公
政
権
で
あ

亀
今
ま
さ
に

「戦
争
の
準
備
」
か

「平
和
の
準
備
」
か
が
鋭
く
問
わ

れ
る
中
で
、
沖
縄
で
は
６
月
７
日

告
示
、

１６
日
投
票
の
県
議
選
が
闘

わ
れ
て
い
る
。

裏
金
ま
み
れ
の
自
民
党
政
治
を

終
わ
ら
せ
、
沖
縄
と
日
本
の
未
来

へ
の
希
望
を
ひ
ら
く
重
大
な
選
挙

で
あ

り
。

「沖
縄
を

三
度
と
戦
場
に
し
な

い
」
た
め
、
対
中
戦
争
の
た
め
の

軍
事
要
塞
化
、
新
基
地
建
設
強
行

の
た
め
の
辺
野
古
埋
立
て
代
執
行

に
反
対
す
る
民
意
を
背
に
国
と
闘

う
玉
城
知
事
の
県
政
を
支
え
る
侵

璽

慟
の
話

利
を
維
要

ン取
ろ

つ
―

会
期
末
を
前
に
、
岸
田
首
相
が

今
国
会
の
最
大
の
焦
点
と
す
る
、

自
民
党
の
派
閥
パ
ー
テ
イ
裏
金
事

件
を
受
け
た
政
治
資
金
規
正
法
改

定
案
を
め
ぐ
る
衆
院
政
治
改
革
特

別
委
員
会
で
の
審
議
が
大
詰
め
を

迎

え
て
い
る
。

自
民
党
は
、
補
選
３
選
挙
の
結

果
に
示
さ
れ
た
金
権
腐
敗
政
治
の

自
民
党

へ
の
有
権
者
の
怒
り
の
高

ま
り
に
押
さ
れ
て
し
ぶ
し
ぶ
改
定

室
を
提
出
し
た
ｃ

し
か
し
自
民
党
改
定
案
は
、
間

題
の
肝
と
い
え
る
裏
金
の
原
資
と

な

っ
た
企
業

・
団
体
に
よ
る
パ
ー

テ
イ
券
購
入
を
含
む
企
業

・
団
体

献
金
の
禁
止
に
は
全
く
触
れ
ず
、

パ
ー
テ
イ
券
購
入
者
の
氏
名
な
ど

の
公
開
基
準
額
を

一
２０
万
円
超
」

か
ら

「１０
万
円
超
」
に
引
き
下
げ

た
だ
け
で
あ
る
ｃ

ま
た

「政
策
活
動
賢
」
に
つ
い

て
も
、
大
ま
か
な
文
出
項
目
と
支

出
額
を
報
告
書
に
記
載
す
る
だ
け

で
領
収
書
の
添
付
す
ら
必
要
と
し

な
い
、
全
く
の

一抜
け
穴
」
だ
ら

け
で
あ
る
。

衆
院
予
算
員
会
で
、
問
い
た
だ

さ
れ
た
岸
田
首
相
は

一企
業

・
団

体
献
金
を
禁
止
す
る
理
由
は
な

い
」
と
強
弁
し
、
１
９
７
０
年
の

最
高
裁
判
決
を
持
ち
出
し

一企
業

に
も
政
治
活
動
の
自
由
が
あ
る
」

と
開
き
直
ウ２
奨

で
あ
る
。

こ
の
２０
年
間
で
、
大
企
業
の
要

求
に
応
え
て
法
人
税
は
３０
晰
か
ら

２３

・
３
珍
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
そ

の
穴
埋
め
に
消
費
税
が
５
０
か
ら

１０
晰
に
増
税
さ
れ
、
こ
の
裏
で
自

民
党
へ
の
企
業
献
金
は
４
６
４
億

円
に
も
上
っ
て
い
る
ｃ

単
純
化
し
て
い
え
ば
、
企
業
か

ら
の
企
業
献
金
と
い
う
名
の

一賄

賂
」
が
選
挙
で
の
票
の
買
収
に
使

わ
れ
、
自
民
党
長
期
政
権
維
持
の

財
源
と
な

っ
て
き
た
と
い
え
る
。

は

っ
き
り
と
し

て
い
る
こ
と

は
、
も
は
や
自
民
党
に
は
裏
金
ま

み
れ
の
金
権
腐
敗
政
治
の
根
源
に

手
を
つ
け
て
自
ら
を
上
す
能
力
も

意
思
も
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ

る
ｃす

で
に
民
心
は
離
れ
統
治
能
力

を
喪
失
し
て
い
る
岸
田
政
権
の
遺

陣
を
求
め
、
次
期
総
選
挙
で
戦
争

国
家
へ
暴
走
す
る
自
民
党
政
権
を

打

倒
す
る
し
か
な
い
。

全
国
か
ら
声
を
あ
げ
、
自
民
党

政
治
を
終
わ
り
し
よ
う
。

沖
縄

へ
軍
事
植
民
地
強
い
る
構

造
的
差
別
を
組
み
込
ん
だ
対
米
隷

従
の

「こ
の
国
の
あ
り
方
」
を
根

本
か
ら
変
え
る
新
し
い
政
治
へ
の

一扉
一か
晶
同
一に
つヽ
‐
・
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の

22生墨笙二企L183C・・mコnOltttS」こ

邊鳳願戟I195回中央メ‐デ‐に1万 2千人
大幅賃上げ! 労働・国民の

要求を実現する政治への大転換を

企
業
献
金
に
よ
る
皇
金
畜
財

と
選
挙

へ
の
資
金
大
量
投
入
な

ど
、
政
治
倫
理
の
か
け
ら
す
ら

な
い
自

民
党
政
治
を
打
破
し
、

労
働
者

・
国
民
の
要
求
を
実
現

す
る
真

っ
当
な
政
治
に
転
換
さ

せ
よ
う
と

一第
％
回
メ
ー
デ
ー
」

は
５
月
１
日
全
国
２
３
０
カ
所

以
上
で
開
か
れ
、
東
京

・
代
々

木
公
園
中
央
メ
ー
デ
ー
に
は
１

万
２
０
０
０
人
が
集
結
し
た
ｃ

ま
た
５
月
３
日
憲
法
記
念
日
で

は
、
東
京
～
大
阪
ほ
か
各
地
で

〈現
岸
田
内
閣
の
軍
事
大
国
化
）

へ
最
大
の
抗
議
の
声
が
結
集
す

る
護
憲
集
会
が
盛
リ
ト
が
り
を

見
せ
た
´

０
１
日
東
京
メ
ー
デ
ー
集
会
で

は
、
仕
事
と
暮
ら
し
を
守
る
労

組
代
表
が
次
々
決
意
表
明
ｃ

「消
費
税
減
税
、

イ
ン
ボ
イ
ス

廃

」Ｌ
が
中
小
業
者
、
国
民
の
暮

ら

し
を

守

る

こ
と

に

つ
な

が

る
」
「自
タ
ク
が
合
法
化
さ
れ
れ

ば
公
共
交
通
機

関
が
衰
退
し
、

国
民
の
移
動
す
る
権
利
が
奪
わ

れ
る
ｃ
絶
対
阻

―ｌｉ
」
な
ど
各
産
業

各
現
場
か
ら
の
切
実
な
訴
え
の

声
が
続
い
た
。

能
登
半
島
地
震
被
災
地
か
ら

▲
５
月
１
日
第
９５
回
中
央
メ
ー
デ
ー

く

５
月
３
日
憲
法
記
念
日
行
動
に

３
万
２
千
人

は
、
彼
災
者
の
声
に
寄
り
添

「

た
復
興
を
求
め
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
紹
介
さ
れ
た
が
、
参
加
者
は

一
「職
場
は
ｍ
年
前
と
比
べ
て
４

万
円
も

卜
が

っ
て
い
る
。
賃
■

げ
は
明
実
な
課
題
。
も
う
自
民

党

は
退

い

て
ほ
し

い
」
な

ど
、

一岸
田
政
権
Ｎ
ｏ
ｌ
」
Ｌ
の
声
が

相
次
い
だ
。

集
会
後
部
内
３

コ
ー
ス
で
デ

モ
行
進
し
、
物
価
高
を
上

回
る

大
幅
賃
上
げ
や
労
働
基
準
法
改

悪
阻
Ｌ
、
彼
災
者
本
位
の
復
興
、

人

軍
拡
反
対

な
ど
を

訴
え
た
．

●
一武
力
で
平
和
は
作
れ
な
い
、

取
り
戻
そ
う

憲
法
を
生
か
す
政

治
を
」
と
好
天
に
も
恵
ま
れ
た

会
場
に
は
、
今
日
の

〃
憲
法
の

危
機
〃
を
認
識
す
る
３
万
２
千

余
の
人

々
が
結
集

し
た
。
戦
前

の
歴
史
を
知
り
、
戦
後
を
生
き

て
き
た

シ
ル
バ
ー
世
代
に
は
今

日
の
政
治
の
反
動
化
～
軍
国
主

義
化
の
数
々
の
動
向
は
極
め
て

危
険
な
動
き
だ
と
い
う
強
い
思

い
が
あ
る
。

そ
う
し
た
世
代
を
軸
に
人
々

は
結
集
し
た
が
、
い
つ
も
言
わ

れ
て
る
よ
う
に
、
そ
の
よ
う
な

戦
後
の
平
和
運
動
の
若
い
世
代

へ
の
バ
ト
ン
タ

ツ
チ
が
、
あ
ま

り
に
も

足
り

て
い
な
い
ｃ
そ
の

こ
と
そ
の
も
の
が
、
ま
さ
に
今

日
の
危
機
な
の
だ
と
私
は
強
く

思
う
。

そ
し
て
、
か
つ
て
日
本

軍
国

主
義
の
侵
略
に
よ

っ
て
、
多
人

な
犠
牲
を
被

っ
た
ア
ジ
ア
太
平

洋
地
域
の
人
々
は
、
今
日
の
こ

の
日
本
の
政
治
状
況
を

一
体
ど

う

見
て
い
る

の
だ
ろ

う
か
ｃ
そ

し
て
ま
た
そ
の
よ
う
に
考

え
る

日
本
人
が

一
体
ど
れ
ぐ
ら
い
い

る
の
だ
ろ
う
か
と
も
思
う
。

そ
う
し
た
思
い
を
込
め
て
私

は
、
＜
川
柳
む
し

ろ
旗
＞
を
掲

げ

て
、
沖
縄
意
見
広
告
運
動
そ

し
て
５
月

２０
日
の

一関
西
生

コ

ン
週
間
実
話
裁
判

」
第
１７
回
公

判

の
大
宣
伝

に
努
め

た
ｃ
今
ま

さ
に
私
た
ち
は

「問
わ
れ

て
い

る
」の
だ
と
思
う
ｃ

全
国
的
な
猛
批
判
の
中

で
会

場
準
備
を
進
め
る
日
本
国
際
博

覧
会
協
〈蚕
だ
が
５
月
２２
日
、
３
月

の
ガ
ス
爆
発
現
場
で
確
認
さ
れ

た
追
加
の
損
傷
箇
所
を
公
表
ｃ
そ

れ
で
は
す
で
に
発
表
さ
れ

て
い

た
床
の
破
損
だ
け
で
な
く
、
人
井

も
損
傷
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら

か
に
な

っ
た
。

事
故
は
３
月
２８
日
。
会
場
夢
洲

西
側
、
「グ
リ
ー
ン
ワ
ー
ル
ド
エ

区
」
と
呼
ば
れ
る
区
域
で
溶
接
の

火
花
が
地
中
の
廃
棄
物
か
ら
発

生
す
る
可
燃
性
の
メ
タ
ン
ガ
ス

に
引
火
ｃ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
床

な
ど
が
約

１
０
０
平
方
メ
ー
ト

ル
に
わ
た

っ
て
吹

っ
飛
ぶ
人
事

故
と
な

っ
た
ｃ

翌
月
１９
日
、
協
会
が
披
害
状
況

や
再
発
防
止
策
な
ど
を
ま
と
め

て
公
表
し
た
の
だ
が
、
そ
れ
か
ら

ｌ
ヵ
月
も
経

っ
て
や

っ
と
新
た

な
被
害
が
公
表
さ
れ
た
の
だ
。

「今
月
１５
日
に
消
防
か
ら
施
工

業
者
の
鹿
島

・
飛
島
建
設
共
同

企
業
体

（
Ｊ
Ｖ
）
に
損
傷
箇
所
に

関
し
て
事
実
確
認
が
あ
り
、
改
め

て

３
Ｖ
が
現
場
検
証
を
行

っ
た

と
こ
ろ
、
新
た
な
損
傷
を
確
認
ｃ

こ
れ
に
つ
い
て
Ｊ
Ｖ
か
ら

２０
日

に
協
会
側

へ
報
告
が
あ
り
、

２２
日

の
公
表
に
至
り
ま
し
た
」
（広
報

担
当
）

協
会
と
並
ん
で
主
催
側
で
あ

る
国
も
大
阪
府
も
、
そ
の
無
貫
任

ぶ
り
は
ひ
ど
い
を
通
り
越
す
。

遠
足
時
の
昼
食
場
所
は

爆
発
現
場
と
同
じ
工
区

６
月
市
民
行
動

６
月
１
日

（土
）●
６
・
１９
紛
争

下
の
性
暴
力
根
絶
の
た
め
の
国
際

デ
ー
今
も
続
く
沖
縄
の
戦
時
性

暴
力

～
だ
か
ら
米
軍
も
自
衛
隊

も
い
ら
ん
ね
ん
！
　
１４

一
∞
～

一ド
ー
ン
セ
ン
タ
ー
　
「沖
縄
女

性
の
終
わ
ら
な
い
″戦
争
″
～

い
ま
な
お
続
く
戦
時
性
暴
ど

お
話
一宮
城
晴
美
大
ん

「基
地
・

軍
隊
を
許
さ
な
い
行
動
す
る
女

た
０
２
さ

一
般

（８
０
０

円
）

重

ぶ

い
者

（蒼

）
雇

一

日
本
軍

「慰
安
婦
」
問
題

・
関

西
ネ
ッ
ト
ワ
リ

・

●
戦
争
を
あ
お
る
教
科
書
は
い
ら

な
い
　
１４
¨
００
～
　
国
労
会
館

資
料
代
一５
０
０
円

（学
化
、し
ょ

う
が
い
者
無
料
）
Ｚ
０
０
Ｍ
配

信
あ
り

一
「戦
争
教
科
壼
置

は
い

りヽ

もい
■

命
隆
岸
後

ム

６
月
２
日

⌒日
）
●
米
軍
Ｘ
バ
ン
ド

レ
ー
ダ
ー
基
地
の
撤
去
を
１
６
・

２
京
丹
後
現
地
集
会
　
午
後
１

時

～

米
軍

Ｘ
バ
ン
ド
レ
ー

ダ
ー
基
地
ゲ
ー
ト
向
か
い
の
駐

車
場

一
米
軍
Ｘ
バ
ン
ド
レ
ー
ダ
ー

基

聖
区
刈
・
折
装
一達
漿

ム

●
万
博

・
カ
ジ
ノ
・
リ
ニ
ア

進

む
都
市
開
発
の
影
　
Ｂ
時
３０
分

¨

大
阪
市
立
総
合
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー

講
師

原̈
国

剛

氏

（神

戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科

教
授
）
一リ

ニ
ア
市
民
ネ

ッ
ト

・

大
阪

６
月
８
日

（土
）●
〈記
憶
の
抹
殺
〉

に
抗
っ
て
　
～
パ
レ
ス
チ
ナ
の
女
性

た
ち
が
紡
ぐ
文
化
と
歴
史
～

１３

時
４５
分

一
す
て

っ
ぶ
ホ
ー
ル

（定

員
１
５
０
３

第
１
部

映
画

上
映

「ガ
ー
ダ

・
パ
レ
ス
チ
す

の
百

７

ｏ
６
分
）・
結
●
蔀

誇

演

講
師

一
用
浪

亜
央
江
さ

ん

（広
島
市
立
大
学
准
教
授
）

参
加
費

一
１
０
０
０
円

一
バ
レ

ス
テ
ナ
Ｌ
つ
な
が
る
官言
震

一マ

ク
ル
ー
バ
」
整
ず法
廃
止
‐豊
中

市
民
ア
ク
シ
ョ
ン

６
月
９
日

（日
）
●
と
め
よ
う
！

原
発
依
存
社
会
へ
の
暴
走
大
集
会

午
後
１
時
～

デ
モ

一
２
時
８ｏ

分
～
　

っヽ
つ
ば
公
園
主
催

一
老

朽
原
発
う
と
か
す
な
７
実
行
委

戻

本

６
月
‐６
日

⌒日
）●
ミ
サ
イ
ル
基

地
化
す
る
琉
球
弧
の
今
　
～
軍
拡

最
前
線
の
沖
縄
か
ら
の
叫
び
と
怒

り
～
午
後
３
時

一
い
く
の
パ
ー

ク

講
師

一
照
屋
寛
之
さ
ん

主
特
人
に野
区́

油縄
交
流
・

響
甲特
梨
員
会

６
月
２
日

（日
）●
沖
縄
を
再
び

戦
場

（い
く
さ
ば
）
に
さ
せ
な
い
一

斉
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
　
ー３

一
〇０
～

大
阪
駅
南

（バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
）・

北

（コ
ド
バ
シ
カ
メ
ラ
北
東
角
）、

京
橋
訳
、
天
王
寺
駅

（動
物
園

側
）、
大
正
緊

三
富
駅

そ
の

他
１５

一
∞

～

集

約

集

会

Ｐ
Ｌ
Ｐ
会
館

主
催

一
沖
縄
を

再
び
戦
場

（い
く
さ
ば
）
に
さ

せ
な
い
竃
奮́
奮
暴
バ

●
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
と
欧
米
近

・

現
代
　
バ
レ
ス
チ
ナ
問
題
の
歴
史

的
起
源

午
後
１
時
～

¨
キ

ャ

ン
パ
ス
プ
ラ
ザ
京
都

講
師

¨

板
垣
雄
三
東
京
大
学
名
誉
教
授

ゲ
ス
ト

一
重
信
房
子
さ
ん
参
加

費

一
１
０
０
０
円

主
催

¨
ル

ネ
サ
ン
ス
研
究
所

。
関
西
研
究

会

反
戦

・
反
貧
困

・
反
差
別

共
同
行
動

こ
こ
ま
で
来
た
日
本
の
中
で
‥
５
月
３
日
憲
法
記
念
日

（東
京
有
明
防
災
公
園
）
行
動
に
参
加
　
乱

鬼
龍

↑「くるa万博」どころか「くるうぞ、万博」か7

↓爆心地から外れた地点で映している現場写真

万
博
会
場
３
月

「ガ
ス
爆
発
事
故
」
で
は
天
丼
ま
で
破
損
…

大
事
故
隠
し
７

府
知
事

・
協
会
と
も
に
果
れ
た
無
責
任

麒
巫
０
西
‘
。信
鶉．翡
″‘
「

了
1高
厖瀧切寧爾爾胃西開

‐
T

地域民衆を覚醒させる日は?

こ
れ
ま
で
全
国
政
党
と

し
て
の

「日
本
維
新
の
会
」
・

「維
新
の
党
」
は
、
「大
阪
維

新
の
会
」
を
中
核
と
し
他
方

全
国
で
は
、
「太
陽
の
覚
」や

「結
の
党
」
な
ど
と
の
合
併

・

分
裂
を
く
り
返
し

つ
つ
現

在
に
至

っ
た
ｃ

そ
の
全
国
比
例
得
票
は
、

２
０
１
２
年
衆
院
選
Ｈ
ｌ

２
２
６
万
票
、
２
０
１
３
年

参
院
選
Ｈ
６
３
６
万
票
、
２

０
１
４
年
衆
院
選
＝
８
３

８
万
票
、
２
０
１
６
年
参
院

選
＝
５
１
３
万
票
、
２
０
１

７
年
衆
院
選
Ｈ
３
３
９
万

票
と
軒
予
み
減
少
の
‥
明

ら
か
な
右
肩
下
が
り
で
あ

り
、
へ
′
や
全
国
政
党
Ｌ
し
て

の
衰
退
は
目
を
覆
い
た
く
な
る

よ
う
な
あ
り
さ
ま
だ
が
‥
。

貧
困
と
格
差
に
よ
る

「分
断
」

「亀
裂
」
の
社
会
構
造
ゆ
え
の

し
か
し
大
阪
に
お
け
る
得
票

の
推
移
は
２
０
１
４
年
衆
院
選

と
２
０
１
７
年
衆
院
選
と
間
で
、

市
民
と
野
党
の
共
闘
を
め
ぐ

っ

て
大
き
な
政
治
情
勢
の
変
化
が

あ

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一維

新
の
会
」
は
大
阪
府
内
各
選
挙
区

で
、
そ
の
後
も
判
で
押
し
た
よ
う

に
同
様
な
高
位
得
票
数
を
た
た

き
出
す
の
だ
ｃ

少
な
く
と
も
大
阪
府
卜
に
関

す
る
限
り
維
新
の
支
持
は
減
退

し
て
な
く
、
常
に
利
に
走
る
公
明

覚
な
ど
と
の
融
利
～
対
立
な
ど

か
ら
の
政
党
バ
ラ
ン
ス
の
変
化

に
も
か
か
わ
ら
ず
に
、
毎
回
高
位

の
票
で
安
定
し
て
い
る
。

維
新
政
治
が
、
大
阪
周
辺
に
お

け
る

〈貫
困
と
格
差
に
よ
る

「分

断
」
の
固
定
化
）
と
い
う
社
会
構

造
の
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
変
貌

に
乗

っ
か

っ
て
い
る
こ
と
が
理

由
な
の
だ
。

●
眼
下
に
下
町
ス
ラ
ム
を
見
下

ろ
す
タ
ワ

マ
ン
住
民
――

一
時
的

「勝
５
組
」
の
中
堅
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
ヽ
商
■
主

層
を
囲

い
込
み
、

（
「彼
ら
の
富
を
守
る
」
と
称
し
…

「公
共
」
を
金
食
い
虫
Ｌ
断
し
て

叩
き
、
そ
こ
に
依
拠
す
る
貫
一困
者

も
ろ
と
も

一
層
す
る
）
と
い
う
新

‐ｌｊ
場
主
義
者
が
日
意
と
す
る

コ

ス
ト
カ

ッ
タ
ー
政
策
を
次
々
繰

り
出
し
て
来
た
せ
い
だ
ｃ

そ
の
場
限
り
の
赤
字
解
消
を

名
目
に
～
公
共
財
と
も
ど
も
公

務
員
の
職
場
を
無
く
し
、
よ
り
下

位
劣
位
で
も
働
か
ざ
る
を
得
な

い

〈非
正
規
労
働
に
公
共
た
る
べ

き
仕
事
を
負
い
か
ぶ
せ
る
〉
と
い

う
こ
と
を
平
気
で
し
た
。

こ
れ
を
労
働
の
流
動
化
と
き

ま
か
し
そ
れ
を
直
視
し
た
こ
と

も
な
い

（あ
る
意
味
タ
ワ
マ
ン
住

民
の
）
関
西

マ
ス

コ
ミ
ど
も
に

一ド
ラ
ス
テ
ィ
ツ
ク
な
改
革
」
と

の
意
味
不
明
の
賞
賛
を
続
け
さ

せ
て
結
果
、
大
阪
周
辺
大
衆
に
思

考
的
縛
り
を
か
け
続
け
て
き
た

こ
の
１０
年
だ
。

タ
ワ

マ
ン
住
民
を
象
徴
的
に

回
い
込
み
、
絶
体
支
持
層
と
し
て

強
国
に
組
織
化
し
た
実
態
が
こ

れ
な
の
だ
。

大
阪
府
下
を
中
心
に
百
数
十

人
に
の
ぼ
る
地
方
議
員
を
擁
し
、

彼
ら
に
毎
日
数
百
本
の
住
民

ヘ

の
電
話
と
い
う
ノ
ル
マ
を
課
す
。

こ
う
し
た

一モ
ン
ス
タ
ー
集
票
マ

シ
ン
」
と
化
し
た
「
維
新
の
会
」
の

卜
、
維
新
支
持
層
は
固
定
化
さ
れ

て
き
た
。こ
の
…
選
挙
に
勝

つ
こ

と
だ
け
が
全
て
の
、
そ
の
他
に
何

ら

バ
ツ
ク
グ
ラ
ン
ド
を
持
た
な

い
維
新
議
員
層
に
当
た
り
前
の

善
悪
判
断
を
求
め
よ
う
と
し
て

も
無
理
な
事
だ
。

な
ぜ
維
新
議
員
に
劣
悪
な
犯

罪
が
集
中
す
る
の
か
？

「
（議
員

に
成
ら
な
け
れ
ば
‥
）
悪
事
で
し

か
社
会
と
関
わ
れ
な
い
層
が
政

治
を
し
て
は
い
な
い
か
？
」
と
い

う
酷
評
に
維
新
関
係
者
は
ど
う

応
え
６
？

（次
号
、
橋
下
の
罪

・
松
井
の
嘘

に
続
く
）

大
阪
府
知
事
吉
村
は

「ま
ず
は

原
因
究
明
Ｌ
再
発
防
上
に
取
り

組
ん
で
欲
し
い
」
と
協
会
に
対
応

を
丸
投
げ
ｃ施
工
業
者
か
ら
消
防

へ
の
通
報
が
事
故
発
生
か
ら
４

時
間
半
も
経
過
し
て
い
た
の
に
、

吉
村
は

「遅
滞
な
く
報
告
さ
れ
た

と
思
う
」
と
言
い
張

っ
て
い
る

が
、
そ
ん
な
認
識
で
府
内
小
中
高

校
生
８５
万
人
を
万
博
に
無
料
招

待
し
よ
う
と
し
て
い
る
ｃ

万
博
遠
足
の
際
、
児
童

・
生
徒

の
昼
食
場
所
に
想
定
さ
れ

て
い

る
団
体
休
憩
所
は
、
爆
発
現
場
と

同
じ
工
区
に
設
置
さ
れ
る
予
定

だ
。

メ
タ
ン
～
有
毒
ガ
ス
噴
出
必

至
の
場
に
子
供
た
ち
を
引
き
込

み
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。

大
阪
で
は

〈
く
る
ぞ
万
博
）
と

い
う
気
味
悪
い
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー

ボ

ス
タ
ー
が
と
張
り
出
さ
れ
て

い
る
が
、
子
供
た
ち
を
危
険
に
さ

ら
し
何
ら
動
じ
な
い
維
新
に
、
自

己
批
判
～
責
任
感
な
ど
」
い
う

当
た
り
前
の
言
葉
な
ど
も
は
や

求
め
て
も
空
し
い
。

大
阪
維
新
…
な
ぜ
、
ま
だ
根
強
い
？
府
下
の
現
状

パレステナ問題と
歓漱近 。現代

・

『̈
一
や
、　
語
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5月 10日 の成立
秘密保護法の廃上を求める声明>

コ モ ン ズ

秘密保護法対策弁護団より

▲5月 10日 の抗議行動で発言する海渡雄―弁護士

▼ 経済秘密保護法の成立に抗議する人々(参議院議員会館前)

戦
争
へ
の
道
を
開
く
稀
代
の
悪
法
〈
径
濤
秘
密
保
護
法
彙
〉
茂

二ヽ
を
図
っ
た

白
民
・
公
明
・
立
憲
民
主
・
筆
新
・
国
民
民
主
の
面
々
を
決
し
て
許
き
な
い
！

【編
集
部
よ
り
】
秘
密
保
護
法
を
民
間
分
野
に
拡
大
す

る
稀
代
の
悪
法

「経
済
秘
密
保
護
法
案
」
が
５
月
１０
日

の
参
議
院
本
会
議
で
、
立
憲
民
主
党
を
含
む
圧
倒
的
多

数
の
賛
成
で
可
決

・
成
立
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て

『
経
済
安
保
法
に
異
議
あ
リ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
と
秘
密

保
護
法
対
策
弁
護
団
が
声
明
を
公
表
し
ま
し
た
。
悪
法

の
問
題
点
を
て
い
ね
い
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
声
明
に
賛
同
し
、
こ
こ
に
紹
介
し
ま
す
。

全米各大学で,ガザ攻撃への
抗議デモ拡大

キャンバス占拠野営テントを警察襲撃

ア

メ

リ

カ
の

多

●
の
大

学

で
、
バ
レ
ス
テ
ナ
自
治
区
ガ
ザ

地
区
で
の
イ
ス
ラ

ェ
ル
に
よ
る

虐
殺
に
抗
議
す
る
行
動
が
拡
大

の

一
途
だ
。

当
局
は
こ
れ
を
鎮
め
よ
う
と

対
応
を
強
化
し
て
い
る
が
、
抗

議
行
動
は
東
部
の
コ
ロ
ン
ビ
ア

大
学
や
イ

ェ
ー
ル
大
学
で
目
立

ち
、
４
局
蟷
日
に
は

コ
ロ
ン
ビ

ア
人
で
学
生
ら
１
０
０
人
以
上

が
警
察
に
逮
捕
さ
れ
た
。

２２
日
に
は

ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
大

学

の
抗

議
行
動

に
も

警
察

が

割

っ
て
入
り
、
多
数
を
逮
捕
し

イ

ェ
ー
ル
人
で
も
同
月
、
学

■
ら
数
―
人
か
逮
捕
さ
れ
た

．́

コ
ロ
ン
ビ
ア
人
は
こ
の

日
、

数
室
で
の
授
業
を
中
止
し
た
。

こ
れ
ら
大
学
で
の
キ

ャ
ン
バ

ス
に
テ
ン
ト
を
張

っ
て
野
営
す

る
動
き
は
、
各
地
の
大
学
に
も

広
が

っ
て
い
る
ｔ●

イ
ス

ラ
エ
ル
は

ハ
マ
ス
破
壊

と
人
員
解
放
を

同
実
に
、
激
し

い
武
力
攻
勢
を
ガ
ザ
地
区
に
仕

掛
け
て
い
る
．

同
地
区
保
健
省
に
よ
る
と
イ

ス
ラ

エ
ル
攻
撃

で
、
女
性
や
了

供
を
中
心
に
３
万
４
０
０
０
人

以
上
が
殺
さ
れ
て
い
る
。

ア
メ
リ
ヵ
で
は
親
イ

ス
ラ

エ

ル
派
と
親
パ
レ

ス
チ
ナ
派
の
両

方
の
学
生
が
、
反

ユ
ダ
ヤ
主
義

と
イ
ス
ラ
モ
フ

ォ
ビ
ア

（
イ
ス

ラ
ム
嫌
悪
）
の
事
案
が
増
え
て

い
る
と
そ
れ
ぞ
れ
指
摘
し
て
い

る
ｃバ

イ

デ
ン
大
統
領
は

″
日
、

入

学
で

の
抗
議

運

動

に

つ
い

て
、
「反

ユ
ダ
ヤ
主
義
の
抗
議
」

と

一バ
レ
ス
テ
ナ
人
に
何
が
起

き

て
い

る

か
を

理

解

し
な

い

人
々
」
と
弾
Ｉ
姿
勢
を
見
せ
て

い
る
‘

２４
日
、
国
連
の
最
高

司
法
機

関

で
あ

る

国
際

司

法
裁
判
所

が
、
イ
ス
ラ

エ
ル
に
対
し
て

ガ
ザ
南
部
ラ
フ

ァ
で
の
軍
事

作
戦

の

即
時
停

戦

を

命
令
し

た
ｃ

イ

ス
ラ

エ
ル
は
こ
れ
に
従

い
ラ
フ

ァ
で
の
攻
撃

・
虐
殺
を

や
め
、
停
戦
交
渉
の
席
に
戻
る

べ
き
だ
ｃ

経済秘密保護法の成立に強く抗議し、
同法と特定秘密保護法の廃止を求める声明
1 1まじめに

2月末に国会に提案された経済秘密保護法案=重要経済安保炉報の保護及び活用に関
する法律案は、私たちの反対の声にもかかわらず、4月 8日 に衆院本会議で可決され、本日参
議院で可決成立した。自民党、公明党、立憲民主党、日本維新の会、国民民主党などが賛成
した。共産党、れいわ新選組、有志の会、社民党、沖縄の風が反対した。立憲民主党は、法案
を批判する質問・討論を行ったが、修正案が受け容れられたとして法案に賛成した。

2 私たちが、この法案の成立に反対した理由は、次のようにまとめられる。
(1)法案は、特定秘密保護法を改正手続きによらず拡大するものであること
2013年に制定された秘密保護法は、防衛、外交、テロ、スパイの4分野の秘密指定しか想

定しておらず、経済安全保障に関連する情報を特定秘密とすることは全く議論されていない。
ところが、法案は、経済安全保障に関連した情報の中には、秘密保護法上の特定秘密に相
当する情報があるという前提に立ち、秘密保護法を「改正」しないまま、「秘密保護法の運用
基準」の見直し=「閣議決定」だけで、秘密保護法を経済分野に大拡大しようとしている。この
ような立法は、立憲主義の破壊行為であるといわなければならない。
(2)秘密指定に関する監督措置が不十分であること

私たちは、特定秘密保護法について、①政府の違法な行為を秘密指定してはならないと法
定すること ②公共の利害にかかわる情報を公表した市民やジャーナリストが刑事責任を問わ
れない保障 ③適正な秘密指定がなされているかを政府から独立して監督できる制度 ④秘
密指定された情報が期間の経過によって公開される制度を求めてきた。

(中 略)     .I  i    l     .‐

(3)法案による秘密指定の範囲は限定されていない

秘密指定の対象となる情報は民間企業の保有する情報ではなく国の保有する情報だけと
政府は説明している。しかし、国費で行われている研究で機微情報と認定されれば秘密指定を
行うとしている。経済安全保障法自体が膨大な情報を政府に吸い上げる仕組みである。特定
重要物質のサプライチェーンに関する情報、15分野の基幹インフラ企業の施設、設備、プロ
グラム、ITシ ステムが国に集められたうえで秘密指定される仕組みであり、絞りがかけられている
とは到底言えない。

加えてAI技術、量子技術、宇宙航空技術、海洋技術開発などの先端技術分野は軍事技術
開発として日米共同研究が企図されており、SC(セキュリティ・クリアランス)の設定が不可欠と
なっているもので、日米軍事同盟のンームレスな展開が目指されている隠れた狙いがある。
(4)コンフィデンシャル級の秘密指定は欧米では廃止されていて、法案は周回遅れのア
ナクロだ!

(中 略)

3 戦争への道を開く経済秘密保護法の成立に強く抗議する
悪法を止めるための活動は、仮に制定を止められなくとも、反対運動が盛り上がることによっ

て、政府による法の濫用に対する歯止めとなる。特定秘密保護法違反の罪で起訴されていな
いのは、特定秘密保護法の成立に多くの市民が反対の声を上げたからである。

5月 5日公表の産経新聞による調査では、主要企業110社からの調査回答によると、「セ
キュリティー・クリアランス(適格性評価)」 制度創設に賛成の企業は3割に満たなかった。プラ
イバシー侵害などの懸念が根強いことが示された。5月8日の東京新聞特報面は、福島国際研
究教育機構(FREI)と 、アメリカの核。原子力研究機関PNNLの 協定締結の動きを取り上げ、
法案が成立すれば、武器開発・核開発につながる先端技術の研究が秘密のベールで覆われ
る危険性を指摘した。

このように、法案に対する疑間の声が、メディアにおいても、ようやく大きく取り上げられるよう
になってきた。このような動きを圧殺するかのように、法案の成立を急いだ政府・与党に強く抗
議する。

この法案と経済安保をめぐる国際対立の激化の先には、米軍の先兵として日本と中国との
本物の戦争の悲劇が待っていることを覚悟しなければならない。そして、この法律の成立に手
を貸した連合や立憲民主党には、来るべき戦争の悲劇へ道を開いた責任がある。
私たちは、成立した経済秘密保護法が真の悪法として猛成を振るうことのないよう、今後予

定される運用基準の制定の過程についても、市民の立場で意見を発信しつつ継続して粘り強
く監視を続けるだけでなく、政権交代の暁には今回成立した法と特定秘密保護法の両法につ
いて、廃止を目指して活動を続けていく0            2024年 5月 10日

経済安保法に異議あリキャンペーン秘密保護法対策弁護団
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回憲法を

3月 3日大阪労働学校 コモンズ公開討論会

<第 1回 >エマニュエル・パストリツチ氏

きる生存権
|ル0コモンズlE臨」

米
国
と
量
本
の
国
家
秩
序
社
越
境
す
る

市
民
の
力
で
転
換
す
る
た
め
に

□
斉
藤
日
出

治

（大
阪
労
働
学
校

・ア
ソ
シ
エ
学
長
）
一
さ
る
３
月
３
日
、
大
阪
労
働
学
校

・ア
ツ
シ
エ
は
、
「平
和
に
生
き
る
生
存
権

の
確

立
を
目
指
し
て
―
日
本
国
憲
法
を
グ
ロ
ー
バ
ル
・コ
モ
ン
ズ
に
―
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
３
人

の
論
者

（エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・パ
ス
ト
リ
ッ
チ
、
大
脇
雅

子
、
伊
波
洋

一の
各
氏
）
を
お
招
き
し
て
、
公
開
討
論
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
お

一人
で
あ
る
パ
ス
ト
リ
ッ
チ
さ
ん
は
東
洋
文
学
の
研
究

を
続
け
る
と
同
時
に
、
そ
の
文
学
研
究
の
想
像
力
を
発
揮
し
て
法

・国
家
・政
治
の
現
状
を
根
源
的
に
批
判
す
る
視
座
を
提
起
し
て
い
ま

す
。
か
れ
は
、
日
本
の
平
和
憲
法
を
地
球
環
境
危
機
に
直
面
し
て
い
る
人
類

の
平
和
的
生
存
権
を
根
拠
づ
け
る
法
理
念
と
し
て
再
定
義

し
、
武
力
の
放
棄
に
よ
る
世
界
秩
序
創
造
の
理
念
的
支
柱
と
し
て
再
読
し
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
理
念
を
、
米
国
を
は
じ
め
と
す
る
世

界
各

国
が
受
容
す
べ
き
よ
う
提
言
し
ま
す
。
ト
ラ
ン
プ
と
バ
イ
デ
ン
が
争
っ
た
二
〇

二
〇
年
の
大
統
領
選
に
は
、
こ
の
公
約
を
掲
げ
て
立
候
補
を

決
意
し
ま
し
た
。
以

下
に
紹
介
す
る
の
は
、
こ
の
大
統
領
選
出
馬
に
際
し
て
パ
ス
ト
リ
ッ
チ
さ
ん
が
起
草
し
た
出
馬
宣
言
書
で
す
。
パ
ス
ト

リ
ッ
チ
さ
ん
は
、
米
国
と
日
本
の
支

配
層
が
戦
争
経
済
を
経
済
成
長
と
私
利
の
手
段
と
し
て
整
備
す
る
た
め
に
日
本
国
憲
法
に
お
け
る

戦
争
放
棄
の
理
念
を
骨
抜
き
に
し
戦
争
に
向
け
た
秩
序
形
成
の
テ
コ
に
し
よ
う
と
す
る
意

図
を
鋭
く
告
発
す
る
と
同
時
に
、
日
本

国
憲

法
の
武
力
放

棄
の
理
念
を
米
日
の
戦
争
秩
序
形
成

の
動
向
に
歯
止
め
を
か
け
、
そ
の
秩
序
を
平
和
的
生
存
権
の
理
念
に
よ
っ
て
転

覆
す

る
道
筋
を
開
く
べ
く
、
米
国
憲
法
に
お
け
る
平
和
条
項
の
設
置
を
提
言
し
て
い
ま
す
。
憲
法
の
理
念
を
争
点
と
し
つ
つ
、
平
和
的
生
存
権
を

追
求
す
る
民
衆
運
動
の
高
揚
に
よ
っ
て
日
米
の
国
家
間
関
係
を
内
側
か
ら
解
体
し
よ
う
と
こ
こ
ろ
み
る
貴
重
な
提
言
と
し
て
多
く
の
か

た
が
た
の
議
論
の
俎
上
に
供
し
た
い
、
と
の
趣
旨
か
ら
こ
こ
に
紹
介
す
る
次
第
で
す
。

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
憲
法
修
正
平
和
条
項
案

エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・パ
ス
ト
リ
ッ
チ

（大
統
領
候
補
）

米
国
は
、
ま
す
ま
す
戦
争
ヒ
ス
　

ベ
て
の
重
要
な
決
定
が
下
さ
れ
る

テ
リ
ー
症
状
に
陥
り
、
政
治
家
や

　

よ
う
に
な

っ
た
。

政
府
高
官
が
自
己
の
支
配
圏
を
無
　
　
そ
し
て
、
こ
れ
こ
そ
歴
史
に
お

限
に
拡
大
し
よ
う
と
い
う
妄
念
に

　

け
る
偉
大
な
皮
肉
の
ひ
と
つ
で
あ

取
り
憑
か
れ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
る
が
、
米
国
は
、
と
り
わ
け
日
本
に

い
ま
や
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
で

　

対
し
て
、
日
本
国
憲
法
に
表
明
さ

戦
争
に
関
係
の
な
い
話
題
を
国
に

　

れ
て
い
る
、
軍
国
主
義
の
復
活
を

す
る
こ
と
は
不
可
能
に
な
り
つ
つ
　

阻
止
す
る
と
い
う
公
約
を
放
棄

あ
る
。

，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
、
日
本
に
向
か

っ
て
、
米
国
の

ま
さ
に
そ
の
時
、
ア
メ
リ
カ
全

　

ジ

ュ
ニ
ア
・パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、

体
が
軍
事
経
済
化
さ
れ
、
軍
事
請

　

世
界
戦
争
と
核
に
よ
る
ホ
ロ
コ
ー

負
業
者
、
民
営
化
さ
れ
た
警
察
、
刑

　

ス
ト

ヘ
と
向
か
う
私
た
ち
の
自
殺

務
所
、
営
利
目
的
の
諜
報
機
関
（そ

　

的
な
行
進
に
加
わ
る
よ
う
圧
力
を

の
頂
点
に
立
つ
の
は
、
軍
国
主
義

　

か
け
よ
う
と
し
て
い
る
ｃ

化
さ
れ
た
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

・
エ
ク

　
　
こ
れ
ほ
ど
恐
ろ
し
く
も
滑
稽
な

イ
テ
ィ
企
業

［未
公
開
株
を
取
引

　

皮
肉
は
な
い
ｃ

す
る
巨
人
企
業
］
だ
）
に
よ

っ
て
す
　
　

私
た
ち
は
、　
一
部
の
日
本
人
がI7.i]i)V-Jf^l-t).ytE

す
で
に
戦
争
の
準
備
を
す
る
国
実

を
求
め
て
う
ず
う
ず
し
て
い
る
こ

と
を
知

っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
少
数

の
人
々
に
さ
ら
な
る
富
と
権
力
を

も
た
ら
す
手
段
と
し
て
日
本
に
軍

事
経
済
を
仕
立
て
上
げ
る
こ
と

で
、
日
本
の
市
民
社
会
を
破
壊
し

よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
知

っ
て

い
る
。

だ
が
平
和
憲
法
を
必
要
と
し
て

い
る
の
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
ア
メ
リ

カ
で
は
な
い
の
か
ｃ

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
私
た
ち

は
平
和
経
済
へ
と
回
帰
す
る
ど
こ

ろ
か
、
戦
争
に
よ

っ
て
刺
激
さ
れ
、

戦
争
経
済
が
も
た
ら
す
制
度
的

・

文
化
的
な
ガ
ン
が
社
会
全
体
に
転

移
し
て
広
が
り
、
子
ど
も
の
お
も

ち
ゃ
か
ら
退
役
軍
人
の
た
め
の
駐

車
ス
ペ
ー
ス
、
政
治
家
に
よ
る
国

家

へ
の
盲
目
的
な
服
従
の
た
め
に

殺
人
ま
で
犯
し
た
人
々

へ
の
熱
烈

な
螢
辞
に
至
る
ま
で
、
い
た
る
と

こ
ろ
に
戦
争
状
態
が
は
び
こ
る
よ

う
に
な

一．た
ｃ

私
た
ち
は
今
こ
そ
、
平
和
を
基

礎
と
し
、
平
和
に
コ
ミ
ッ
ト
し
、
家

族
、
近
隣
、
地
域
、
国
、
そ
し
て
地
球

全
体
の
幸
福
の
た
め
に
建
設
的
な

経
済
的
〓『
献
を
し
た
市
民
に
報
い

る
経
済
と
社
会
に
向
け
て
、
制
度

的
、
知
的
、
精
神
的
な
コ
ミ
ッ
ト
メ

ン
ト
を
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
て
い

る
ｃ戦

争
を
引
き
起
こ
す
の
は
、
消

費
を
要
求
し
、
成
長
を
賞
賛
す
る

経
済
シ
ス
テ
ム
の
産
物
な
の
だ
。

戦
争
は
消
費
と
成
長
を
促
す
最
大

の
力
で
あ
り
、
そ
れ
は
戦
争
に

よ

っ
て
す
べ
て
が
廃
墟
と
化
す
ま

で
や
む
こ
と
は
な
い
。

戦
争
と
は
、
道
徳
や
人
間
性
と

は
無
縁
の
経
済
学
概
念
の
産
物
で

あ
り
、
長
期
的
な
視
野
に
立
つ
の

で
は
な
く
、
数
週
間
、
数
ヶ
月
単
位

の
短
期
的
な
視
野
で
計
算
さ
れ
る

富
裕
層
の
利
害
に
も
と
づ
く
行
動

に
対
す
る
見
返
り
な
の
だ
。

こ
の
投
機
主
導
の
カ
ジ
ノ
経
済

は
、
石
油
会
社
に
利
益
を
流
し
続

け
る
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
ブ

ラ
ス
チ
ッ
ク
で
包
装
し
、
ア
メ
リ

し
、
平
和
的
手
段
に
よ

っ
て
紛
争

を
解
決
す
る
こ
と
を
加
盟
国
に
求

め
た
。侵
略
戦
争
に
反
対
す
る
国

際
的
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
作
ろ
う

と
し
た
こ
の
努
力
は
、
最
終
的
に

は
失
敗
に
終
わ

っ
た
と
は
い
え
、

戦
争
で
は
な
く
平
和
を
推
進
す
る

政
策
と
紛
争
解
決
の
た
め
の
貴
重

な
先
例
で
あ
る
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
２
０
０
１
年

７
月
Ｈ
日
に
オ
ハ
イ
オ
州
の
デ
ニ

ス

・
ク
シ
ニ
ッ
チ
議
員
が
ド
院
に

提
出
し
た
下
院
決
議

一平
和
省
を

設
立
す
る
」
で
、
当
時
ジ

ョ
ー
ジ

・

Ｗ

・
ブ
ッ
シ

ュ
政
権
が
推
進
し
て

い
た
戦
争

へ
の
推
進
力
に
対
抗
す

る
取
り
組
み
で
あ
る
ｃ

こ
の
決
議
は
、
戦
争
準
備
に
割

か
れ
る
資
源
を
、
国
際
平
和
を
推

進
す
る
平
和
省
に
振
り
向
け
る
と

い
う
構
想
で
あ
り
、
こ
の
構
想
は

非
常
に
大
き
な
メ
リ

ッ
ト
が
あ

り
、
米
国
に
と

っ
て
の
平
和
憲
法

の
具
体
的
な
政
策
的
意
味
を
考
え

る
上
で
検
討
に
値
す
る
ｃ

こ
れ
ら
の
制
度
的
前
例
を
踏
ま

え
て
、
下
記
の
よ
う
な
修
正
案
を

提
起
す
る
。

私
た
ち
は
、
こ
の
修
正
案
が
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
文
章
に
な
る

べ
き
な
の
か
、
そ
し
て
、
現
在
の
、

借
金
過
多

・
過
剰
消
費

・
過
剰
搾

取
と
い
う
暗
黒
の
馬
の
背
に
乗

っ

て
終
末
へ
と
引
き
寄
せ
ら
れ
つ
つ

あ
る
戦
争
と
消
贄
と
い
う
悪
夢
の

専
制
政
治
に
Ｌ

っ
て
代
わ
る
、
平

和
と
人
間
の
安
全
保
障
に
特
化
し

た
国
家
を
米
国
に
作
る
に
は
ど
う

す
れ
ば
よ
い
の
か
、
さ
ら
に
議
論

を
進
め
よ
う
で
は
な
い
か
。
（終
〉

◆

日
本

国
憲
法

◆

日
本
国
憲
法
第
九
条
を

見

て
み
よ
う
。

「
日
本
国
民
は
、
正
義
と
秩
序
を
基
調
と
す
る
国
際
平

和
を
誠
実
に
希
求
し
、
国
権
の
発
動
た
る
戦
争
と
、武

力
に
よ
る
成
嚇
又
は
武
力
の
行
使
は
、
国
際
紛
争
を
解

決
す
る
手
段
と
し
て
は
、
永
久
に
こ
れ
を
放
棄
す
る
。
」

「
に
生
さ
わ
た
工
場
は
宣
■
部
品

を
製
造
す
る
●
場
だ
け
と
な
り
、

そ
「
ゆ
え
戦
争
に
備
え
る
こ
と
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
．

０

こ
の
崇
高
な
理
念
は
、
一自
衛

隊
」
の
創
設
に
始
ま
り
、
朝
鮮
戦
争

に
お
け
る
日
本
経
済
の
ア
メ
リ
カ

戦
争
経
済

へ
の
統
合
、
そ
し
て
一集

団
安
全
保
障
」
と
い
う
誤

っ
た
概

念
、
す
な
わ
ち
積
極
的
な
軍
拡
ｉ

義
と
国
際
的
な
武
器
市
場

へ
の
参

人
の
た
め
に
、
見
せ
か
け
の
イ
テ

ジ
ク
の
葉
Ｌ
な
り
、
日
本
の
歴
代

政
府
の
政
策
の
変
運
に
よ

っ
て
希

釈
さ
れ
、
歪
曲
さ
れ
、
消
滅
し
て
き

た
。同

時
に
、
九
条
の
条
填
自
身
に

も
問
題
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

以
上
の
よ
う
な
戦
争
概
念
の
広

が
り
を
踏
ま
え
て
、
ア
メ
リ
カ
の

安
全
保
障
概
念
を
根
本
的
に
転
換

し
て
人
間
の
安
全
保
障
を
国
家
と

世
界
の
基
本
的
な
優
先
事
項
と
し

て
確
立
す
る
た
め
に
、
憲
法
修
正

案
（修
正
２８
条
）
を
提
起
す
る
必
要

が
あ
る
ｃ

こ
の
憲
法
改
正
は
全
く
初
め
て

の
試
み
で
は
な
く
、
２
つ
の
重
要

な
制
度
的
前
例
が
あ
る
。

ひ
と
つ
は
、
１
９
２
８
年
８
月

２７
日
に
米
国
と
他
の
１５
カ
国
が
調

印
し
た
、
戦
争
（特
に
侵
略
戦
争
）

を
違
法
と
す
る
ケ
ロ
ッ
グ

・
プ
リ

ア
ン
協
定
で
あ
る
。

ヶ
ロ
ッ
グ
・
プ
リ
ア
ン
協
定
は
、

国
策
と
し
て
の
戦
争
を
違
法
と

第
　
に
、

こ
●
文
■

１１
、
′
「

ム

・
チ
「
ム
ス
キ
ー
の
有
名
な
言

葉
に
あ
る
よ
う
に
、
「明
権
か
生
存

か
」
の
選
択
を
迫
ら
れ
て
い
る
現

代
に
お
い
て
、

日
本
が
戦
争
を
放

竃
し
な
け
れ
は
な
ら
な
い
の
は
、

む
し
ろ

一正
義
と
秩
序
に
基
づ
く

国
際
平
和
」
の
た
め
の
理
想
主
義

的
な
願
望
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
示

唆
し
て
い
る
．

正
義
と
い
う
抽
象
的
な
理
想
の

た
め
だ
け
で
な
く
、
現
実
的
な
目

標
の
た
め
に
戦
争
を
放
棄
す
る
論

理
が
具
体
的
に
明
示
さ
れ
て
い
な

い
た
め
、
日
本
国
憲
法
は
過
度
に

理
想
主
義
的
で
あ
り
、

そ
の
よ
う

な
抽
象
的
な
翌
念
は
日
本
の
主
権

を
侵
害
し
て
い
る
、
と
の
批
判
が

絶
え
な
い
。

今
後
の
安
全
保
障
政
策
に
関
す

る
議
論
で
は
、
戦
争
放
棄
と
い
う
、

か
い
か
に
騨
実
的
か
つ
戦
略
的
て

あ
り
、
そ
れ
が
い
か
に
日
本
や
国

際
社
会
の
長
期
的
な
利
益
に
つ
な

が
る
も
の
で
あ
る
か
を
説
明
す
る

こ
と
が
重
要
に
な
る
だ
ろ
う
。

日
本
人
が
、
そ
し
て
ア
メ
リ
カ

人
が
、
こ
ん
に
う
の
ア
メ
リ
カ
の

安
全
保
障
政
策
に
異
議
を
唱
え
る

こ
と
も
ま
た
重
要
で
あ
る
。

平
和
憲
法
生

早
受
し
て
い
る
だ

け
で
は
、
日
本
は
ア
メ
リ
カ
に
守

ら
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
込
み
、

ア
メ
リ
カ
か
ら
は

一日
本
は
フ

リ
ー
ラ
イ
ダ
ー
だ
」
と
批
判
さ
れ

る
。加

え
て
、
第
九
条
は
「戦
争
」
と

一国
家
」
Ｌ
い
う
用
語
を
あ
た
か
も

静
的
で
不
変
の
も
の
で
あ
る
か
の

よ
う
に
用
い
て
い
る
。

だ
が
、今
日
の
戦
争
は
、
多
様
な

分
野
に
広
が
り
、流
動
的
で
、
複
数

に
嘱
え
な
い
形
で
行
使
さ
れ
て
い

る
．兵

器
は
、
こ
ん
に
ち
、
メ
テ
ィ

ア
、

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
、

Ａ
Ｉ
と
い
う
す
が
た
を
と

っ
て
、

国
民
を
愚
鈍
に
し
、
受
動
的
に
し
、

あ
る
い
は
戦
争
に
向
け
て
総
動
員

す
る
武
器
と
し
て
使
わ
れ
て
い

る
。こ

れ
ら
の
情
報
媒
体
は
、
わ
た

し
た
ち
の
暮
ら
し
に
役
立
つ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
と
い
う
よ
り
も
、
戦
争

の
も
う
ひ
と

つ
の
す
が
た
で
あ

る
．ナ

ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
、
日
に

見
え
な
い
形
で
身
体
の
機
能
を
攻

撃
し
た
り
、
環
境
を
変
化
さ
せ
た

り
す
る
た
め
に
使
わ
れ
、
新
し
い

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
兵
器
は
、

被
害
者
を
病
気
に
し
た
り
、
無
力

に
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

の
新
兵
器
や
４
在
的
な
兵
器
ち
、

同
様
で
あ
る
．

晴
報
戦
も
、
市
民
を
混
乱
さ
せ

る
虚
偽
の
物
語
を
作
り
出
す
た
め

に
用
い
ら
れ
る
．

こ
の
よ
う
な
戦
争
の
す
が
た

は
、
第
九
条
の
一戦
争
」
の
狭
い
定

義
を
は
み
出
し
て
い
る
．

さ
ら
に
、
今
回
の
戦
争
は
国
家

間
で
行
わ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
民

族
間
、
多
国
籍
企
業
間
、
さ
ら
に
は

階
級
間
で
も
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
戦
争
も
九
条
の
射
程
を

超
え
て
い
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
憲
法
九
条
を
、
気
候

変
動
、
生
物
多
様
性
の
崩
壊
、
公

害
、
情
報
戦
争
、
階
級
闘
争
と
い
っ

た
現
実
的
な
安
全
保
障
上
の
脅
威

に
ま
で
広
げ
て
安
全
保
障
政
策
の

中
心
に
据
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
ｃ

ァ
メ
リ
カ
の
平
和
憲
法

戦
争
行
使
に
関
す
る
日
本
の
立
場

　

の
レ
ベ
ル
で
目
に
見
え
る
形
、
日
　

電
磁
波
や
赤
外
線
、
そ
の
他
多
く

・奪
　

―

合
衆
国
憲
法
修
正
第
２８
条

米
国
は
、
平
和
の
追
求
を
外
交

・
内
政
の
第

一

日
標
と
し
、
平
和
経
済
を
最
優
先
と
し
、
そ
の
過

程
で
核
兵
器
を
ｌｏ
年
以
内
に
ゼ
ロ
に
し
、
他
の
す

べ
て
の
国
に
も
同
様
に
ゼ
ロ
に
す
る
よ
う
要
求

す
ん
ｃ
　
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
、

地
雷
、
ク
ラ
ス
タ
ー
爆

弾
、
生
物
兵
器
、
ナ
ノ
兵
器
、
電
磁
波

・
赤
外
線
兵

器
、
情
報
戦
な
ど
、

そ
の
他
の
危
険
な
兵
器
は
、
断

固
と
し
て
廃
止
す
る
。

米
国
は
、
通
常
兵
器
、
核
兵
器
、
あ
る
い
は
心
理

学
的
、
生
物
学
的
、
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
的
手
段

に
よ

っ
て
戦
争
を
遂
行
し
よ
う
と
す
る
動
き
に

反
対
す
る
。

米
軍
は
、
何
百
年
と
い
う
単
位
で
計
算
さ
れ
る

米
国
の
長
期
的
な
安
全
保
障
に
焦
点
を
当
て
る

よ
う
再
編
さ
れ
、
武
器
や
戦
争
へ
の
短
期
的
な
執

着
を
や
め
て
、
環
境
、
上
壌
、
水
質
、
人
気
の
破
壊

を
防
ぎ
、
富
裕
層
や
権
力
者
の
台
頭
を
防
ぎ
、
市

民
を
操
り
情
報
を
破
壊
す
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の

利
用
を
防
ぎ
、
そ
の
他
人
類
の
安
全
保
障
に
対
す

る
脅
威
を
防
ぐ
こ
と
に
専
念
す
る
ｃ

米
国
人
が
米
国
外
に
派
遣
さ
れ
る
の
は
、
明
確

に
定
義
さ
れ
た
多
国
間
の
取
り
組
み
の
た
め
に
、

透
明
性
が
あ
り
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
で

き
る
場
合
に
限
ら
れ
、
そ
の
よ

つヽ
な
派
遣
は
規
定

さ
れ
た
期
間
に
限
ら
れ
る
ｃ

●
日
本
国
憲
法
…
成
立
１
９
４
６
年
（昭
和
２１
年
）
‐。
月
２９
日
（枢
密
院
可
決
、
昭
和
天

皇
裁
可
）公
布
１
９
４
６
年
（昭
和
２１
年
）‐１
月
３
日
。
こ
の
憲
法
は
、
・象
徴
君
主
制
・国
民

主
権
・日
本
人
一人
ひ
と
り
の
権
利
の
尊
重
・三
権
分
立
を
基
本
原
理
と
し
、大
日
本
帝
国

憲
法
の
改
正
と
い
う
形
で
制
定
さ
れ
、国
民
主
権
・基
本
的
人
権
の
尊
重
・平
和
主
義
の
三

つ
を
基
本
原
理
と
し
て
い
る
。

●
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
憲
法
‥
１
７
８
７
年
９
月
‐７
日
に
作
成
さ
れ
、
１
７
８
８
年
に
発

効
。
現
在
も
機
能
し
て
い
る
世
界
最
古
の
成
文
憲
法
で
ア
メ
リ
カ
法
の
基
礎
を
な
す
も
の

で
あ
り
、原
法
典
は
「１
７
８
７
年
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
憲
法
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
ち
な
み
に
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
は
連
邦
制
を
構
成
す
る
各
州
も
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
の
州
憲
法
を
有
す
る
。

凛

守
〓



コ モ ン ズC‐ m=110)蛛S2024.5.25 No■ 83

―死者とともに生きる世界に向かつて 【連載②l

斎藤日出治(木阪労働学校アソンエ学長).

三
、成
長
の
「制
度
化
さ
れ
た
社
会

秩
序
」
と
し
て
の
植
民
地
主
義

す
る
ｃ

帝

国
主

義

時

代

の
経

済

成

長
は
、
こ
の
よ
う
な

「制
度
化

さ
れ
た
社
会
秩
序
」
に
よ

っ
て

推
進
さ
れ
た
。

わ

た

し

は

１

９

３

９

～
４５

年

に
お

け
る

日
本

軍
統

治

下

の
海
南

島

で
お

こ
な
わ

れ

た

こ

れ
ら

の
侵

略

犯
罪

の
実
態

に

つ
い
て
、
現
地
訪
間
を
通
し

て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た

（
※
海

南
島

近

現
代

史

研
究
会

編

さ

ん

の
諸
資

料

を
参

照
さ

れ
た

い
）
。

だ
が
、
こ
の
よ
う
な
成
長
を

可
能

に
す

る

条
件

と
し

て
の

植
民
地
主
義
は
、
政
治
体
制
と

し

て
の
植

民
地
統

治
が
崩

壊

し

た
事

後

に
お

い

て
も
作

動

し
続
け
て
い
る
。

旧
植
民
地
の
自
然
資
源

（
漁

業
、
森
林
、
生
物
）
や
文
化
や
歴

史
を

開

発
と

い
う
名

目

で
安

価
に
、
あ
る
い
は
無
償
で
収
奪

す

る

活
動

は

姿
を

変
え

て
継

続
さ
れ
て
い
る
。

日
本

軍
と

英

米

軍
と

の
激

戦

地

で
多
く

の
住

民
が
虐

殺

さ

れ
強
制

労

働

に
か

り
だ
さ

れ
性
暴
力
を
振
る
わ
れ
食
料

・

家

畜
を

略
奪

さ

れ

た

ミ
ク

ロ

ネ
シ
ア
の
諸
地
域
は
、
第

二
次

大
戦
後
、
日
本
を
は
じ
め
と
す

る

多

く

の
林

業

・
漁

業

の

関

連
企
業
が
森
林
の
伐
採
、

ユ
ー

カ

リ

の
植
林

に
よ

っ
て
森
林

の
破

壊
と

大

地

の
劣
化

を
引

き
起
こ
す
、
キ

ハ
ダ

マ
グ

ロ
や

カ

ツ
オ

の
乱

獲

に
よ

っ
て
漁

業
資
源
を
破
壊
し
て
、
い
ま
も

わ

れ
わ
れ

は
植

民
地
主

義

を
、
成
長
を
可
能
に
す
る

「制

度
化
さ
れ
た
社
会
秩
序
」
と
し

て
再
考
す
る
必
要
が
あ
る
ｃ

植
民
地
主
義
は
、
か
つ
て
の

帝

国
主
義
時
代

に
お
け
る
資

本
主

義

の
統

治
秩
序

で
あ

る

だ
け
で
な
く
、
現
在
の
資
本
主

義

の
成

長
を

可
能

に
す

る
条

件
と

し

て
と

ら

え
か

え
さ

ね

ば
な
ら
な
い
。

か

つ
て
の
植
民
地
統
治
は
、

他

国

。
他

地

域

の

政

治

的

・

経
済
的
主
権
を
奪
い
、
帝
国
主

義
本

国

の
経

済

成

長
の
た

め

に

他

国

・
他

地

域

の

自

然

・

経

済

ル
文

化

・
社

会

生

活

な

ど
の
総
体
を
動
員
す
る

「制
度

化
さ
れ
た
社
会
秩
序
」
で
あ

っ

た
ｃ統

治

対

象

地

域

の

土

地

・

森

林

・
海

洋

・
動

植

物

・
鉱

山
な

ど
を

無

償

で
あ

る

い
は

低
価
格
で
領
有
し
、
そ
の
有
用

資
源
を
際
限
な
く
利
用
す
る
ｃ

統

治

対

象

地

域

の
住

民
の

労

働

力
＝
自

然

力

を

無

償

で

あ

る

い
は

低

価
格

で
動

員
し

て
、
軍
事
施
設
（
飛
行
場
、
軍
用

道
路
、
港
湾
、
兵
舎
、
軍
用
ト
ン

ネ
ル
な
ど
）
の
建
設
、
鉱
山
労

働
、
土
地
耕
作
に
利
用
す
る
ｃ

女
性

を

性

奴

隷

と

し

て
組

織

し
性

的

サ

ー
ビ

ス
を
強

要

す
る
、
あ
る
い
は
性
暴
力
を
ほ

し
い
ま
ま
に
す
る
ｃ

そ
し
て
、
こ
の
体
制
に
抵
抗

す

る
住

民
を

無

差
別

に
殺
害

以
下
に
、
そ
の
具
体
的
な
取

り

綱

み
を

い

く

つ
か
紹

介

し

た
い
。

１
　
北
海
道
北
部
の
朱
鞠
内
の

「
雨
竜
ダ
ム
」
・
鉄
道
建
設
の
エ

事

（
１
９

３
０
年
代

～
敗
戦
）

に

駆

り
出
さ

れ

現
地

で

亡
く

な

っ
た
朝

鮮

人
労
働
者

の
適

骨

を

目
韓

の

若

者

の
べ

３
０

０
０
人
が
協
働
で
発
掘
し
、
そ

の
犠

牲
者

の
選

骨
を

ア

イ

ヌ

民
族
の
慰
霊
祭
も
ふ
く
め
、
多

様
な
か
た
ち
で
追
悼
し
、
２
０

１
５
年
に
は

一
７０
年
ぶ
り
の
里

帰
り
」
と
称
し
て
強
制
達
行
が

た

ど

っ
た
道

を

逆
向
き

に
た

ど
り
な
お
し
、
遺
骨
を
北
海
道

か

ら

母
国

ソ

ウ

ル

の
追

悼
墓

地
に
埋
葬
す
る
ｃ

「
長
き

眠
り
」
と
題
す

る
ド

キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー

（
「笹

の
墓

標
展
示
館
」
再
生
実
行
委
員
会

ほ
か
制
作
）
は
、
若
者
が
這
骨

の
本

箱
を
抱

い

て
北
海

道
―

東

京

―
京
都
―

大

阪
―

広

島

―

下

関
と
た
ど

る
道
筋

を

映

像
に
収
め
て
い
る
ｃ

強

制
連

行

の
道
程
と

そ

の

道

程

を
逆
向

き

に
た
ど

る

こ

の
道
程
は
、
２
つ
の
相
対
立
す

る
世
界
観

（
一精
神
の
生
態
系
」

と
も
呼
べ
る
）
を
表
現
し
て
い

る
。前

者
の
道
程
は
、
植
民
地
主

義
の
世
界
観

で
あ
り
、
他
者

・

自

然

を
自

己

の
利
益

の
た

め

に
利
用
し
、
死
者
を
生
者
か
ら

切
り
離
し
、
死
者
を
廃
棄
物
と

し

て
処
理
す

る
精
神
に

立

脚

し
て
い
る
ｃ

後
者
の
道
程
は
、
そ
の
反
対

に
、
運
骨
の
収
集
作
業
を
通
し

て
生

者
が

死
者

と
出
会

う

こ

と

に

よ

っ
て
死
者
が
生

者

の

う
う
に
よ
み
が
え
り
、
生
者
は

死

者

を
生

き

る

こ
と
を

自

己

の

喜

び
と
す

る
脱
植

民

地
主

?∩

'11,・
''FII.、

‐
'8, 1

朧嘉

「東アジアの未来に希望の種を」全国で巡回展示を続ける
『北海道 笹の墓標展示館』

な
お
、
も
う
ひ
と
つ
の

「
激
戦

坤
」
で
あ
り
続
け
て
い
る

（清

水
靖
子

ｑ
新
版
　
森
と
魚
と
激

そ
し

て
忘

れ

て
な

ら
な

い

の
は
、
そ
の
よ
う
な
か
た
ち
で

現
在
的

に
進

行
し

て

い
る
植

民
地
主
義
は
、
過
去
の
植
民
地

主

義
の
も

と

で
遂

行
さ

れ
た

お
び

た
だ

し

い
犯
罪

の
事
実

が
忘
却

さ
れ

否
認
さ

れ

る
と

い
う

〈
制
度
化
さ
れ
た
歴
史
認

識
〉
に
よ

っ
て
正
当
化
さ
れ
強

固
に
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

か

つ
て
の
植

民
地

支

配
に

よ

っ
て
お

こ
な
わ

れ

た

お
び

た
だ

し

い
犯

罪
行
為

―

住
民

虐
殺
、
戦
時
性
暴
力
、
鉱
物
資

源

・
水

産

資

源

・
森

林

資

源

の
略
奪
、
家
屋

・
農
産
物

・
家

畜
な
ど

の
盗
み
、
土
地
収
奪
、

各
種

の
強

制

労

働

・
強
制

連

行
、
女
性
の
性
奴
隷
化
、
言
語

と
文
化

の
は
く
奪

と

い

っ
た

事

実
が

十
分

に
究

明

さ
れ
な

い
ま
ま
に
、
そ
の
事
実
が
帝
国

戦

地
』
二
省

堂

書
店

／

創

■

社
）っ

主

義
本
国
の

ひ
と
び

と

の
記

憶

か
ら
抹
殺
さ
れ
否

認
さ
れ
、

さ

ら
に
そ
れ

ら

の
盗
奪

行

為

を
謝
罪
し
補
償
し
、
ひ
と
び
と

の

国
民
的

記
憶

と
し

て

記

録

し
、
後
世
に
伝
え
る
と
い
う
加

害

者

の
責
務

の
遂
行

が

放

葉

さ
れ
て
い
る
。

現

在
を

生

き
る
自

己

が

そ

の
よ
う
な

歴

史
的
責

務

を

引

き

受
け

て
か

つ
て
の
植

民
地

主
義
と
向
き
合
う
姿
勢
、

つ
ま

り

一過
去

へ
の
連

累
」
（
テ

ッ

サ

・
モ
ー
リ
ス
＝
ス
ズ
キ

『
過

去
は
死
な
な

い
』
岩

波
書
店
、

二
〇

一
四
年
）
を
通
し
て
、
は

じ
め

て
わ

れ

わ
れ
は
現

在

の

植

民
地
主

義

を
自

己
認

識
す

る
こ
と
が

で
き
る
と

同
時
に
、

成
長
を
支
え
て
い
る

「制
度
化

さ
れ
た
社
会
秩
序
」
の
変
革
に

着
手
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

こ
れ
ら

の

諸

団
体

の

運
動

は
、
植
民
地
主
義
の
歴
史
的
責

任

を

追

及
す

る

運
動
を

通

し

て
、
成
長
を
制
度
化
す
る
社
会

秩
序
か
ら
脱
し
て
、
脱
成
長
の

世

界

の
あ
り

か

た
を

予

示
的

に

照

ら
し
出

す

実
践
を

行

為

事
実
的
に
産
み
出
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
ひ

と
と
ひ
と
の

つ
な
が
り
か
た
、

人

と
自
然

の

つ
な
が

り

か

た

に

つ
い

て
成

長
を

可
能

に

す

る

「制

度

化

さ

れ

た
社

会

秩

序
」
の
あ
り
よ
う
を
超
え
る
世

界

像

を

浮
き

彫

り

に
し

つ

つ

あ
る
。

そ

れ
は
成

長

の
か
な

た

に

あ

る

世

界
の
あ

り
よ
う
を

予

示
し
、
脱
成
長
の
世
界
を
現
実

に
沼

来
す
る

潜
在
力
を

は

ら

ん
で
い
る
の

Ｄ

・
グ

レ

ー

バ
ー

の

言

う

「
予

示
的

政

治

マ
ｏ″
Ξ

一一́
う

一）ｏ一一碁
∽
」
（
Ｄ

・
グ

レ
ー

バ
ー

『
ブ
ル
シ

ッ
ト

・
ジ

ョ
ブ
』
酒

井
隆
史
訳
、
岩
波
書
店
）
の
運

動
が
、
行
為
事
実
的
に
創
造
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る

（
グ
レ
ー

バ
ー
は
、
運
動
す
る
ひ
と
び
と

が
そ

の
課
題

を

じ

ぶ
ん

た

ち

が
す

で
に
実
現

し

て
い
る

か

の
よ

う
に
自

由

に

ふ
る
ま

う

行
動

を

と
ら

え

て
、
そ

れ

を

一予
示
的
政
治

」と
呼
ぶ
■

植

民

地
主

義

の

歴
史

的

章

任
を

間
う
諸
穂
の
運
動
は
、
植

民
地

主

義

の
犠

牲

と
な

っ
た

死
者

と

現
在

生

き

て
い

る
自

己
と

の

つ
な
が

り
を
創
造
し
、

生
者

が

死
者
を

生

き

て
い

る

と
い

う

共
通
感

覚

を
醸

成

し

て
い
る
。

四
ズ
制
度
化
さ
れ
た
歴
史
認
識
）

―
植
民
地
主
義
的
犯
罪
の
否
認

五
、脱
植
民
地
主
義
の
運
動
と

「
予
示
的
政
治
」
―
死
者
と

結
び
つ
い
た
生
の
世
界
の
創
造

成

長

を

通
し

て
豊

か

さ
を

追
求
す
る
こ
と
は
、
植
民
地
主

義
を

ふ

く
め

て
成

長

を

可
能

に
す
る

条
件
を

強
化

す

る
こ

と
で
あ
る
。

成

長
を

脱
し

て
そ

れ

と
は

別

の
豊

か
さ
を
追

求

す

る
た

め
に
は
、
成
長
を
可
能
に
す
る

条

件
を

解
体
す

る
必

要
が
あ

る
。
過
去
Ｌ
現
在
の
植

民
地
主

義
に
向
き
合
う
こ
Ｌ
は
、
脱
戊

長
の
豊

か
さ
を
実

現

す
る
た

め

に
避
け

て
通
る

こ
と

の
で

き
な
い
課
題
で
あ
る
。

こ
の
国
が
日
本

の
国
内

で
、

ア
ジ

ア
太

平
洋

諸
地

域

で
植

民
地

体
制

下
で
の
侵

略

犯
罪

の
事
実
を
究
明
し
、
記
録
し
、

後
代
に
伝
え
る
こ
と
、
犠

牲
者

の
遺
骨
を
収
集
し
、
死
者
を
追

悼
し
、
謝
罪
と
補
償
を
お

こ
な

う
こ
と
、
そ
れ
は
脱
成
長
の
世

界

へ
と

至
り

つ
く
た

め

の
避

け

て
通
る

こ

と
の
で
き

な

い

道
程
で
あ
る
。

そ

の
よ

う

な
取
り

組

み
を

各
地

で
自

発

的
に
地

道

に
追

求

し

て
い
る

諸
団
体

が

あ
る

が
、
こ
れ
ら
の
諸
団
体
の
運
動

は
、
過
去
の
植
民
地
主
義
の
事

実
究

明
と
歴

史
的
責

任

追

及

を
通
し
て
、
現
在
の
脱
成
長
の

社

会

へ
と
向

か
う
道

程

を
拓

く
ち
か
ら

と

な

っ
て

い

る
こ

と
を

再
認
識

す
る
必

要
が
あ

る
．

六
、脱
植
民
地
主
義
運
動
の
諸
事
例

義
的

（
コ
ミ

ュ
ニ
ズ
ム
的
）
世

界
観
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。

だ
か
ら
、
遺
骨
が
故
郷

へ
ど

還
る
こ
の
旅
は
、
た
ん
な
る
空

間
の
物
理
的
移
動
で
は
な
い
。

そ
れ
は
脱

植

民
地
主

義
的
、

あ

る

い
は

コ
ミ

ュ

ニ
ズ

ム
的

な
世

界
を
創

造

す

る
旅

で
あ

る
。

死
者

は
故
郷

に

回
帰
す

る

こ

の
旅
を
通
し

て

コ
長
き

眠
り
」

か
ら

目
を
覚

ま

し

生
者

の
な

か
に
よ
み
が
え
る
の
だ
か
ら
。

２
　
長
生
炭
鉱
の
朝

鮮
人
の
遺

骨
を
と
り
も
ど
す
運
動
　
山

口

県

宇

部

の
床

波

海

岸
に
戦

前

長
生

炭
鉱
と

い

う
海
底

炭

鉱

が
あ

っ
た
ｃ

ｌ

９
４
２
年

に
そ

の
坑

道

が
崩

壊
し
て
海

水
が
侵

入
し
、

当

時

日

本

の

植

民

地

下

に

あ

っ
た
朝
鮮

か

ら

連
行
さ

れ

た
朝

鮮
人

一
三
六

人
が

犠

牲

と
な

っ
た
ｃ
そ
の
漁凛
骨
は
い
ま

も
な

お
海
底

に

眠

っ
た
ま

ま

放
置
さ
れ
て
い
る
。

長

生

炭
鉱

の

水

非
常

を

歴

史
に
刻
む
会
は
、
日
本
人
の
犠

牲
者

も

ふ
く

む

一
八

三
名

の

名
前

を

刻
ん
だ

追

悼
碑
を

建

立
す
る
と
と
も
に
、
還
骨
の
発

据

・
選
族

へ
の

返

還
を

政

府

に
求

め

て
交

渉

を

続
け

て
い

る
。刻

む
会
は
、
総
務
省
の
遺
骨

調
査
事
業
対
象
の
な
か
に
、
寺

社

に

納

骨
さ

れ

て
い
る

遺

骨

だ
け
で
な
く

、
海
底
に
遺
棄
さ

れ
て

眠

る
水
非

常

の
犠

牲

者

の
遺

骨

の
調
査

と
収
集

の
作

業
も

含

め
る

よ

う

求
め

て
い

る
ｃこ

の
運
動
に
お
い
て
も
、
植

民
地
主
義
の
犯
罪

（
こ
の
事
故

は
人
災
で
あ

っ
た
）
に
よ

っ
て

海
中

に
遠
棄

さ

れ

た
ま

ま

に

な

っ
て
い
る

過

骨

と
生

者

が

つ
な
が
り
、
生
者
が
死
者
を
生

き
る

世

界
を

創

造

し
よ

う

と

す

る

共

同
の
意

志

の
あ

ら

わ

れ
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

〈次
回

へ
続
く
〉

“

|さま■1't

戦
前
の
日
本
帝
国
　
最
大
版
図

壽櫂|.

櫂

′‐‐‐11診
亀
‐

護

ケ
・ 「

電議 .゛

鷲
‐
綺 鰺.

・   .:.S.11‐
、ヽ

環境問題★再考 【参考文献紹介】

な
ぜ

気
象
学
者
は
間
違
っ
た
か

地
球
温
暖
化
論
争
の
疑
間
を
追
う

小
山
新
樹
　
文
芸
社

●

二
酸

化

炭

素

な

ど

に

は

温

室
効
果
が
あ
る
。
し
か
し

、そ
れ

が

地

球
温

暖

化

へ
と

ダ

イ

レ

ク

ト

に
結

び

つ
い

て
理

解

さ

れ
、
そ
の
前
提
で
地
球
の
未
来

が

議

論
さ

れ

て

い
る

こ

と

に

著
者
は
疑
間
を
投
げ

か
け
る
ｃ

温

室

効

果

ガ

ス

が
気

温

を

上
昇
さ
せ
、
そ
の
た
め
に
降
水

量
が
増
え
、
災
害
を

も
た
ら
す

異

常

気

象

も

そ

こ

に
原

因

が

あ

る

…

…
本

当

に

そ
う

な

の

か
？な

ぜ
な
ら
、
科

学
は
「
気
温
が

上

が

る

と

雨

が

降

る
」
と

は

言

っ
て
い
な

い
の
だ

。

地
球
温
暖
化
、
海
洋
汚
染
、
気
象
災
害
な
ど
の

通
説
に
疑
問
を
投
げ
か
け
る
時
代
の
一書

通説に疑間を投げかける
億驚憲燎 饉 鋼盪鰹診

地城藩麟化、藩澤澪栞.気彙災害αとの
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た

め

さ

れ

た

地

方

自

治

　

筆
者

・
山
秋
真

原
発
の
代
理
戦
争
に
ゆ
れ
た
能
登
半
島

・
珠
洲
市
民
の
１３
年

も
し
、
能
登
に
原
発
が
建

っ
て
い
た
ら
？

日
本
壊
滅
の
淵
か
ら
救

っ
た
珠
洲
市
住
民
！

不
屈
の
反
対
運
動

「
た
め
さ
れ
た
地
方
自
治
」

今
回
の
石
川
能
登
大
震
災
で
、

震
源
と
し
て
市
域
ほ
と
ん
ど
が
壊

゛
滅
的
破
壊
を
受
け
た
石
川
県
珠
洲

（す
ず
）
市
。
地
盤
の
陥
没
～
隆

起
の
激
し
さ
か
ら
そ
の
上
の
建
築

物
は
全
て
が
崩
壊
状
態
で
あ

っ
た

が
…
。

も
し
こ
こ
に
、
過
去
最
大
級
の

原
発
が
建
設
さ
れ
て
そ
の
原
発
が

崩
壊
し
て
い
た
ら
‥
そ
れ
は
関
西

～
西
日
本
敷
い
て
は
わ
が
日
本
壊

滅
の
危
機
で
あ

っ
た
の
だ
。

あ
ら
た
め
て
現
在
、
震
源
地
近

く
に
建
設
予
定
さ
れ
て
い
た
珠
洲

原
発
の
計
画
を
阻
上
し
た
地
元
反

対
住
民
の
勇
気
と
反
骨
の
魂
に
最

大
級
の
賛
辞
を
贈
ら
ね
ば
な
ら
な

そ
れ
ら
珠
洲
市
の
反
対
住
民
の

闘
い
な
ど
を
追

っ
た
本

『た
め
さ

れ
た
地
方
自
治
　
原
発
の
代
理
戦

争
に
ゆ
れ
た
能
登
半
島

・
珠
洲
市

民
の

１３
年
』
（
筆
者

・
山
秋
真
）

が
再
々
出
版
さ
れ
改
め
て
脚
光
が

集
ま

っ
て
い
る
。●

珠
洲
原
発
計
画
は
１
９
７
６

予
定
地
と
す
る
こ
と
が
公
表
さ

れ
、
地
元
で
反
対
運
動
が
起
き
た
ｃ

筆
者
の
山
秋
真
さ
ん
が
珠
洲
の

問
題
に
関
わ
り
だ
し
た
の
は
、

９２

年
。
名
古
屋
の
反
原
発
運
動
の
人

に
勧
め
ら
れ
、
反
対
運
動
で
中
心

的
存
在
だ

っ
た
円
龍
寺
住
職
塚
本

真
如

（
ま
こ
と
）
さ
ん
ら
に
出
会

い
、
「原
発
建
設
が
都
会
の
遠
隔

地
で
計
画
さ
れ
、
押
し
つ
け
る
側

に
い
た
こ
と
に
気
が
つ
い
た
」
と

一一一『
つ
Ｃ

び
、
自
主
研
究
の
テ
ー
マ
に
選
び

０７
年
出
版
。

そ
の
中
で
は
原
発
計
画
に
反
対

す
る
住
民
が
そ
の
中
で
実
現
さ
せ

よ
う
と
す
る
車
の
根
民
こヽ
主
義
の

動
き
と
広
が
り
、
プ
ロ
ー
カ
ー
ら

が
原
発
用
地
買
収
に
暗
躍
す
る
実

態
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
。

き
て
い
た
ら
、
初
め
て
の
原
発
直

下
型
事
故
が
複
数
炉
で
起
き
た
可

能
性
が
あ
る
。
珠
洲
は
電
気
も
水

も
な
く
、
通
信
も
通
行
も
ダ
メ
で
、

日
本
は
悲
惨
な
状
況
だ
っ
た
」
と

み
る
。

地
震
後
、
初
め
て
珠
洲
原
発
の

存
在
を
知

っ
た
人
た
ち
か
ら
注
文

が
相
次
ぐ
。

原
発
事
故
の
脅
威
に
危
機
感
を

募
ら
せ
、
詳
細
を
学
び
た
い
と
１０

冊
を
購
入
し
た
首
都
圏
の
脱
原
発

グ
ル
ー
プ
も
あ

っ
た
。

当
時
、
山
秋
さ
ん
の
指
導
教
官

だ

っ
た
上
野
千
鶴
子
東
京
大
学
名

き
』教
授
が
こ
の
者
に
跛
文
を
寄
稿

し
て
く
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は

（珠
洲
市
民
の

《
失
わ
れ
た
時
間
》

は
、
同
時
に
、
闘

っ
て
自
治
を
手

に
入
れ
る
貴
重
な
プ
ロ
セ
ス
で

あ

っ
た
〉
と
あ
り
、
上
野
さ
ん
が

新
間
の
コ
ラ
ム
で
珠
洲
原
発
計
画

に
触
れ
て
本
を
紹
介
し
た
こ
と
も

背
を
押
し
た
。

住
民
の
諦
め
を
政
権
は

待
っ
て
い
る

現
在
、中
国
電
力
上
関
原
発
（
山

口
県
）
を
巡
る
問
題
を
追
う
山
秋

さ
ん
は

「諦
め
る
の
は
政
府
の
思

ぅ
っ
ぼ
」
と
し
て
、
一小
さ
い
声

を
上
げ
続
け
る
の
は
手
応
え
が
な

い
と
き
も
あ
る
。
疲
れ
た
ら
休
め

ば
い
い
。
決
し
て
屈
せ
ず
に
各
人

の
ベ
ー
ス
で
言
い
続
け
る
こ
と
が

国
策
を
変
え
る
こ
と
を
珠
洲
の
反

対
運
動
が
教
え
て
く
れ
て
い
る
」

と
力
説
す
る
。

こ
の
春
は
あ
わ
た
だ
し
い
。人
口
５
万
人
強
の
私
の
住
む
埼
玉
県
西
の

は
ず
れ
の
街
は
、異

様
な
風
に
あ
お
ら
れ
て
い
る
。
「電
子
注
文
に
電
子
支

払
い
」
と
い
う
人
の
見
え
な
い
商
店
だ
。地
元
資
本
の
ス
ー
バ
ー
か
ら
全
国

チ
ェ
ー
ン
の
フ
ァ
ミ
レ
ス
や
百
均

（今
は
１
０
０
円
の
も
の
は
少
な
い
が
）

ま
で
レ
ジ
が
一気
に
無
人
化
。従
業
員
も
お
客
さ
ん
も

「お
金
を
入
れ
て

く
だ
さ
い
」
「支
払
い
方
法
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
」
の
乾
き
き
っ
た
画
面
か

ら
出
る
声
に
混
乱
」
。そ
し
て
長
い
行
列
。そ
ん
な
デ
ジ
タ
ル
化
の
街
を
歩

い
て
み
ま
せ
ん
か
。

「ち
ょ
っ
と
待
っ
て
。
え
っ
、

な
ん
で
、

こ
れ
全
部
私
が
一個
一個
バ
ー
コ
ー
ド

で
や
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
の
」

買
い
物
カ
ゴ
に
い
っ
ば
い
ノ
ー
ト
や
鉛
筆
．ハ
ン
カ
チ
．靴
下
な
ど
詰
め

込
ん
で
．レ
ジ
に
や
っ
て
き
た
女
性
が
精
算
機
の
前
で
叫
ん
で
い
る
。

小
学
生
に
な
っ
た
息
子
の
学
用
品
を
少
し
で
も
安
く
と
や
っ
て
き
た
百

均
で
の
こ
と
。
か
ご
に
入
っ
た
４３
品
目
の
パ
ー
コ
ー
ド
を
全
部
機
械
に
読

ま
せ
な
け
れ
ば
な
ら
を
い
。や
り
方
も
わ
か
ら
な
い
。聞
き
た
く
て
も
店

一早
が
み
え
な
い
。
こ
れ
ま
で
レ
ジ
に
２
人
．店
内
に
３
人
い
た
。

や
っ
と
見
つ
け
た
店
員
に

「
こ
れ
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
。誰
も
い
な
い
。ど

う
や
っ
て
精
算
す
る
の
よ
」
「申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
人
手
不
足
で
」と
精

算
の
仕
方
を
説
明
。人
を
減
ら
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、お
客
さ
ん
の
対

応
に
追
わ
れ
て
―
と
泣
き
そ
う
む
顔
で
頭
を
下
げ
る
。

い
つ
の
間
に
か
や
り
方
が
わ
か
ら
な
い
女
性
の
後
に
行
列
が
で
き
て

い
た
。

こ
れ
ま
で
は
仕
事
の
合
間
に
百
均
で
何
も
か
も
そ
ろ
っ
た
と
い
う
。学

用
品
て
い
っ
は
い
の
買
い
物
カ
コ
を
レ
ジ
台
に
放
り
投
け

「も
う
来
な
い

か
５
」と
捨
て
ゼ
リ
フ
．私
も
３
点
入
れ
た
商
品
を
元
に
戻
し
た
。

百
均
ば
か
り
で
は
な
い
。
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
〓
ミ
ス
タ
ー
ド
ー
ナ
ツ
．ガ
ス

ト
に
ジ
ョ
ナ
サ
ン
。全
国
チ
ェ
ー
ン
店
の
レ
ジ
か
ら
人
が
消
さ
れ
た
。
一現
金

Ｏ
Ｋ
」
一
〇
〇
ヵ
ｌ
ド
Ｏ
Ｋ
」と
表
示
さ
れ
た
精
算
機
か
ら
が
わ
い
た
機

械
の
声
が
客
に
指
示
す
る
。

行
列
の
な
か
か
ら
客
ど
う
し
の
話
が
聞
こ
え
て
く
る
。

「誰
が
無
人
に
と
頼
ん
だ
」
「私
の
金
で
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
で
お
金
払
う
の

に
．
む
ん
で
機
械
に
指
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
」

３０
歳
代
と
お
ぼ
し
き
女
性
店
員
に
聞
い
て
み
た
。答
え
は

「レ
ジ
ス

タ
ー
で
や
っ
て
く
だ
さ
い
。
ど
こ
も
こ
う
で
す
。嫌
な
ら
し
よ
う
が
な
い
で

す
ね
」
「無
人
化
の
理
由
は
」
「本
部
の
方
針
で
わ
か
ら
な
い
」
。
悩
み
も
な

く
あ
っ
さ
り
と
答
え
た
。

高
齢
世
代
の
多
い
こ
の
街
の
朝
夕
の
フ
ァ
ミ
レ
ス
は
お
年
寄
り
の
交
流

の
場
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
来
な
い
と
一日
中
人
の
顔
も
見
な
い
。人
と

話
す
こ
と
も
な
い
。
妻
を
お
く
っ
て
か
ら
は
フ
ァ
ミ
レ
ス
が
生
き
る
力
に

な
っ
て
い
る
。
「無
人
化
で
は
来
店
す
る
意
味
な
い
よ
」と
８０
代
後
半
の
男

性
は
、
「引
き
こ
も
り
も
老
人
に
な
る
し
か
な
い
」と
怒
る
。

無
人
化
店
の
経
営
者
は
東
京
。
従
業
員
の
賃
金
以
外
の
金
は
地
元
に

落
ち
な
い
。

折
も
折
、新
聞
は

「消
滅
す
る
自
治
体
」予
測
を
日
本
列
島
地
図
入
り

で
報
じ
た
。
こ
の
街
も
そ
の
周
り
の
街
も

「消
滅
」
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
レ
ジ
の
無
人
化
は
消
え
る
街
の
入
□
だ
。
春
の
夢
で
な
い
現
実
を
不

安
に
な
っ
た
。

戦
雲
―
い
く
さ
ふ
む
―

『標
的
の
村
』
「
沖
縄
ス
パ
イ
戦
史
』
の
　
　
‐
３
２
分

監
督
二
二
智
恵

二
上
智
恵
監
督
６
年
ぶ
り
渾
身
の
最
新
作

「草
の
根
民
主
主
義
」
で

闘
っ
た
住
民

計
画
は
地
元
住
民
の
不
屈
の
闘

い
の
末
、
２
０
０
３
年
に
頓
挫
し

た
。０５

年
か
ら
社
会
学
者
上
野
千
鶴

子
さ
ん
の
東
大
大
学
院
ゼ
ミ
で
学

３
・
１１
震
災
後
か
ら
久

し
ぶ
り
の
増
刷

本
の
増
刷
は
１３
年
前
の
東
京
電

力
福
島
第
１
原
発
事
故
後
以
来
の

こ
と
で
、
出
版
元
桂
書
房
で
は
、

能
登
半
島
地
震
後
に
在
庫
が
全
て

売
り
切
れ
た
と
い
う
・ｃ

山
秋
さ
ん
は

「も
し
原
発
が
で

一̈
ｍ
と。中̈
粁祠
華］詢
珠
洲
原
発
計
画
巡
る
記
録
本
に
再
び
脚
光
が

大
阪
の
Ｍ
Ｂ
Ｓ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
　

　

過
酷
な
歴
史
と
豊
か
な
自
然
に

か
ら
転
身
し
沖
縄
で
暮
ら
し
を
続

　

育
ま
れ
た
人
々
の
暮
ら
し
や
祭
り

け
る
映
画
作
家

・
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
の
三
上
智
恵
さ
ん
。

本
作
は
、
２
０
１
５
年
か

ら
８
年
か
け
沖
縄

・
南
西
諸

島
を
め
ぐ
り
取
材
を
続
け
て

き
た
彼
女
に
よ
る
渾
身
の
最

新
レ
ポ
ー
ト
だ
。
タ
イ
ト
ル

は
、
山
里
節
子
さ
ん
が

「ま

た
戦
雲

（
い
く
さ
ふ
む
）
が

湧
き
出
し
て
く
る
よ
、
恐
ろ

し
く
て
眠
れ
な
い
」
と
歌
う

石
垣
島
の
抒
情
詩
と

ぅ
ば

ら
―
ま
の
歌
詞
に
由
る
。

映
画
が
映
し
出
す
の
は
、

―
―

そ
れ
ら
こ
そ
、
ま
や

か
し

の

「抑
止

力
」
の

名

の
も
と
で
今
ま
さ
に
蹂
躙

さ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
か

け
が
え
の
な
い
何
か
で
あ

り
、
私
た
ち
の
希
望
と
祈

り
の
源
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

も
は
や
時
間
は
な
い
。

沖
縄
本
島
、
与
那
国
島
、

宮
古
島
、
石
垣
島
、
奄

美

大
島
―
―
こ
れ
ら
美
し
い

島
々
で
、
日
米
両
政
府

の

主
導
の
も
と
急
速
な
軍
事

要
塞
化
が
進
行
し
て
い
る

の
地
下
化
、
そ
し
て
全
島
民
避
難

計
画
‥
。

２
０
２
２
年
に
は
、
「台
湾
有

事
」
を
想
定
し
た
大
規
模
な
日
米

共
同
軍
事
演
習

一キ
ー
ン

・
ソ
ー

ド
２３
」
と
安
保
三
文
書
の
内
容
か

ら
、
九
州
か
ら
南
西
諸
島
を
主
戦

場
と
し
、
現
地
の
人
々
の
犠
牲
を

事
実
上
覚
悟
し
た
防
衛
計
画
が
解

わ
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
具

の
恐
ろ
し
さ
を
読
み
解
き
、
報
じ

る
メ
デ
ィ
ア
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

全
国
の
空
港

・
港
湾
の
軍
事
拠

点
化

・
兵
姑
基
地
化
が
進
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
ど
れ
ほ
ど
の
日
本

人
が
知

っ
て
い
る
か
。
本
当
の
一国

防
」
と
は
何
か
ｃ
圧
殺
さ
れ
る
の

は
沖
縄
の
声
だ
け
で
は
な
い
。

迫
り
来
る
戦
争
の
脅
威
だ
け
で
は
　

の
だ
ｆ
自
衛
隊
ミ
サ
イ
ル
部
隊
の

な
い
ｃ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
配
備
、
弾
薬
庫
の
大
増
設
、
基
地

筆
者
の
山
秋
真
さ
ん

上
野
千
鶴
子

な‘
‘

，
，
刺
＝

か

Ｘ枷州
開
隅

旧
脚枷枷

殺圧

石
川
県
志
賀
原
発
、
避
難
計
画
は

「破
綻
」

運
転
差
し
止
め
訴
訟

●
富
山
．
石
川
両
県
の
住
民
　

と
指

摘
し
、

再
稼
働
の
危
険

ら
が
北
陸
電
力
志
賀
原
発
１
．

性
を
訴
え
た
。

２
号
機

（石
川
県
志

賀
町
、

　

　

北
野
氏
は
、

志
賀
原
発
周

停
止
中
）
の
運
転
差
し
止

め
　

辺
で
地
盤
隆
起
の
よ
う
な
痕

を
求
め
た
訴
訟
の
□
頭
弁
論
　

跡
が
確
認
で
き
る
と
説
明
し

が
５
月
‐３
日
、

金
沢
地
裁

（土

　

「
（原
発
を
）
建
て
て
は
い
け

屋
毅
裁
判
長
）
で
開
か
れ
た
。
　

な
い
と
こ
う
に
建
て
て
し
ま
っ

元
日
の
能
登
半
島
地
震
後

　

た
」
と
強
調
。
「
周
辺
は
活
断

初
め
て
の
審
理
。
北
野
進

原
　

層
だ
ら
け
で
、

次
の
大
地
震

告
団
長
は
意
見
陳
述
で
、

地
　

に
耐
え
ら
れ
る
の
か
．
住
民

震
で
道
路
の
寸
断
な
ど
被
害
　

や
多
く
の
国
民
が
不
安
視
し

が
相
次
い
だ
こ
と
を
受
け

「
避
　

て
い
る
」
と
沐
べ
た
。

難

計
画
は
破
綻
し
て
い
る
」

●
５
月
１１
日

一土
一
韓
国
の

・ろ
う
そ
く
革
命
」
の
ド
キ

一
メ
ン
ト
映
画

一私

の
ろ
う
そ
く
」
を
見
た
．
朴
撻
恵
を
倒
せ
と

２
３
０
万
人
も
の
民
衆
が
大
統

静
府
を
ろ
う
そ
く
を
か
さ
し
包
□
す
る
と
い
う
こ
の
パ

ワ
ー
に
圧
倒
さ
れ

る
．
そ
れ
に
比
し
て
我
が
日
本
は
ど
う
な
ん
だ
。
そ
し
て
私
自
身
は
ど
う
な

ん
だ
Ｌ
改
め
て
強
く
思
う
。
こ
の
映
画
を

７
月
の

「レ
イ
バ
ー
映
画
祭
」
の

中
の
‐
木
と
し
て
私
は
強
く
推
し
て
い
る
．沖
縄
意
見
広
告
の
宣
伝
も
そ
う

し
た
中
、
全
力
て
取
り
組
ん
だ
〓
乱
｝

●
（維
新
）
が
な
ぜ
関
西
て
こ
れ
は
ど
に
跛
一雇
で
き
て
い
る
の
か
７
そ
れ
は
間

西
人
と
し
て
は
屈
辱
だ
が
、
い
わ
ゆ
る
在
阪
マ
ス
コ
ミ
陣
個
々
の
知
的
瞬
発

力
の
終
望
的
な
無
さ
に
助
け
ら
れ
て
だ
と
し
か
言
え
な

い
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
維
新
知
事
吉
村
が
Ｌ
し
げ
な
イ
ン
ジ
ン
特
効
棄
な
ど
と
ぶ
ち
あ
げ
て

も
、根
拠
の
薄
ち
べ
ら
き
を
指
摘
し
え
た
報
道
は

一
つ
と
し
て
な
か
っ
た
。
吉

村
が
今
回
万
博
の
目
玉
だ
と
在
阪
Ｔ
Ｖ
で
何
度
も
謳
い
上
げ
た

「会
期
中
‥

空
飛
ぶ
タ
ク
シ
ー
最
大
５
０

ヽ
０
機
で
何
万
人
も
の
客
を
大
阪
城
か
ら
会
場
に

運
ふ
」と
の
作
は
消
し
飛
ん
だ
が
‥
本
人
は
実
際
思
い
込
ん
で
い
た
ら
し
い
。

世
知
に
疎
い
弁
護
士
上
が
り
で

（サ
ラ
金
お
抱
え
の
、
対
賞
因
者
悔
喝
専
門

だ
が
）モ
ン
知
ら
ず
の
思
い
描
い
た
構
想
で
あ
る
が
、
会
場
は
神
戸
空
港
―
伊

丹
空
港
―
関
西
空
港
３
空
域
の
重
な
る
最
危
険
ス
ポ
ッ
ト
な

の
だ
。そ
ん
な

モ
ノ
国
交
省
に
認
可
申
請
の
時
点
で
撮
ね
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
ん
な
初
歩
的

な
行
政
作
法
の
無
知
に
す
ら
思
い
を
致
せ
な
い
関
西
マ
ス
コ
ミ
の
低
能
さ
加

減
は
ど
う
形
容
す
れ
ば

い
い
の
か
ア
。
（関
西
Ｍ
）

雛
鸞
覇
鰺
鴇鋼
鬱
鈴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轟
爾
轍
爾
爾

コ
モ
ン
ズ
＝
抑乱

鬼
龍

こ
の
せ
こ
そ
地
秋
　
贅
ホ
の
せ
が
店
ろ

本
当
の
詐
欺
は
　
□
診
な
ど
と
い
う

広
な
し
の
　
年
能
政
治
に
　
一広
が
な
い

人
類
が
　
藪
び
ろ
ネ
ケ
の
　
山
が
あ
る

常
在
戦
場
　
そ
の
脅
生
が
　
ま
だ
足
ら
わ

コ
モ
ン
ズ
取
扱
簡

群
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市
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手
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０

２
７
０

（２
５
）
２
３

４
７

神

奈

川

●
中
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ッ
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０
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書
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